
(様式第 10) 

筑大病総調 第１５－４８号  

平成 ２７年１０月  ５日 

  厚生労働大臣        殿 

開設者名 国立大学法人筑波大学長 永田 恭介  (印) 

 

筑波大学附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第の規定に基づき、平成２６年度の

業務に関して報告します。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒305-8577 茨城県つくば市天王台1-1-1  

 氏   名  国立大学法人筑波大学長 永田 恭介 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 筑波大学附属病院 

 

3 所在の場所 

〒  305-8576 茨城県つくば市天久保2-1-1 
                               電話(029)853－3900 
 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か

つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1 腎臓内科  2血液内科  3感染症内科 4呼吸器内科 5消化器内科  6内分泌・代謝・糖尿病内科

  7 循環器内科 8腫瘍内科 9         10          11          12           13    

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

 

 



(2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1呼吸器外科 2心臓血管外科  3乳腺・内分泌外科   4消化器外科  5臓器移植外科          

6形成外科   7小児外科  8頭頸部外科   9         10          11          12 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 

 8産科   9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   
14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1歯科口腔外科    2          3           4           5            6           7     

      

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

 1リウマチ科 2アレルギー科  3病理診断科  4神経内科  5 リハビリテーション科  6         

  7        8          9         10          11          12           13       14 

 15          16         17          18          19           20          21 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

41床 床 床 床 759床 800床 

 

 

 

 

 

 

 



 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

（平成２７年１０月 １日現在） 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師       587 人   8.7 人  595.7 人  看 護 補 助 者          61人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師         16 人   0.2 人   16.2 人  理 学 療 法 士          29人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   66人 

 薬 剤 師        53人   6人   58.1人  作 業 療 法 士            13人 衛生検査技

師 

    0人 

 保 健 師          0人   0人      0人  視 能 訓 練 士             6人 そ の 他           0人 

 助 産 師         51人   5人   52.8人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師        755人   39人  779.5人  臨 床 工 学 士   25人 医療社会事業従

事者 

   11人 

 准 看 護 師          0人   0人      0人  栄  養  士             0人 その他の技術員           29人 

 歯科衛生士      2人   0人      2人  歯 科 技 工 士           2人 事 務 職 員          213人 

 管理栄養士      8人   0人      8人  診療放射線技師     50人 その他の職員           24人 

(注) 1 申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                       （平成２７年１０月 １日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 ４４人 眼 科 専 門 医 ９人 

外 科 専 門 医 ４１人 耳鼻咽喉科専門医 １０人 

精 神 科 専 門 医 ８人 放射線科専門医 １７人 

小 児 科 専 門 医 ２２人 脳神経外科専門医 ２０人 

皮 膚 科 専 門 医 ６人 整形外科専門医 １６人 

泌尿器科専門医 ８人 麻 酔 科 専 門 医 １２人 

産婦人科専門医 １７人 救 急 科 専 門 医 ４人 

  合 計 ２３４人 

(注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数 
    ７０５．８人         １０．３人      ７１６．１人 

 １日当たり平均外来患者数      １，５９５．８人           ５９．２人    １，６５５．０人 

 １日当たり平均調剤数                                                             １８４６剤 

必要医師数 １６９人  
必要歯科医師数 ２人  
必要薬剤師数 ２４人  

必要（准）看護師数 ４１４人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 



  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 

た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

9 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 766.15m 2 
鉄筋コン

クリート 

   病 床 数    48床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積       900.82m 2      病床数 53床    

   床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積    43.91m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室  318.6m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）尿定性検査機、尿定量検査機 

細菌検査室  108.2m 2 同上   （主な設備）血液培養機、薬剤感受装置 

病理検査室  104.4m 2 同上   （主な設備）自動包埋装置、自動染色機、自動封入機 

病理解剖室    54m 2 同上   （主な設備）解剖台 

研 究 室  801.7m 2 同上   （主な設備）机、椅子、書棚、PC 
講 義 室 2,434 m 2 

同上    室数      17 室  収容定員          2,102 人 

図 書 室  2,793m 2 
同上    室数       1 室  蔵 書 数   167,000 冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

 

10 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

紹 介 率 ８７．４％ 逆 紹 介 率 ６６．３％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                               １７，６４４人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                           １４，４８７人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                               １，４４５人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                               ２１，８４７人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

379人　

2人　

2人　

14人　

25人　

2人　

7人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

陽子線治療

末梢血幹細胞による血管再生治療

ＥＢウイルス感染症迅速診断（リアルタイムＰＣＲ法）

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

前眼部三次元画像解析

内視鏡下頸部良性腫瘍摘出術

内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

0人　

8人　

2人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る）及びカルボプラチン腹腔内投与（三週間
に一回投与するものに限る）の併用療法（上皮性卵巣がん、卵管がん又は原発性腹膜がん）
経胎盤的抗不整脈投与療法〔胎児頻脈生不整脈（胎児の心拍数が毎分180以上で持続する心房粗動又
は上室性頻拍に限る）〕
術後のホルモン療法及びＳ-1内服投与の併用〔原発性乳がん（エストロゲン受容体が陽性であって、ＨＥ
Ｒ２が陰性のものに限る）〕

コレステロール塞栓症に対する血液浄化法（コレステロール塞栓症）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、
当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 取扱患者数 疾　　　患　　　名 取扱患者数

 ・ベーチェット病 84人　  ・膿疱性乾癬 0人　

 ・多発性硬化症 103人　  ・広範脊柱管狭窄症 3人　

 ・重症筋無力症 139人　  ・原発性胆汁性肝硬変 30人　

 ・全身性エリテマトーデス 493人　  ・重症急性膵炎 7人　

 ・スモン 0人　  ・特発性大腿骨頭壊死症 131人　

 ・再生不良性貧血 49人　  ・混合性結合組織病 46人　

 ・サルコイドーシス 86人　  ・原発性免疫不全症候群 1人　

 ・筋萎縮性側索硬化症 31人　  ・特発性間質性肺炎 16人　

 ・強皮症，皮膚筋炎及び多発性筋炎 265人　  ・網膜色素変性症 33人　

 ・特発性血小板減少性紫斑病 40人　  ・プリオン病 0人　

 ・結節性動脈周囲炎 80人　  ・肺動脈性肺高血圧症 24人　

 ・潰瘍性大腸炎 225人　  ・神経線維腫症 13人　

 ・大動脈炎症候群 48人　  ・亜急性硬化性全脳炎 0人　

 ・ビュルガー病 20人　  ・バッド・キアリ（Budd-Chiari）症候群 0人　

 ・天疱瘡 38人　  ・慢性血栓塞栓性肺高血圧症 5人　

 ・脊髄小脳変性症 65人　  ・ライソゾーム病 1人　

 ・クローン病 79人　  ・副腎白質ジストロフィー 0人　

 ・難治性の肝炎のうち劇症肝炎 0人　  ・家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0人　

 ・悪性関節リウマチ 19人　  ・脊髄性筋委縮症 2人　

 ・球脊髄性筋委縮症 3人　

 ・慢性炎症性脱髄性多発神経炎 17人　

 ・アミロイドーシス 2人　  ・肥大型心筋症 6人　

 ・後縦靭帯骨化症 49人　  ・拘束型心筋症 0人　

 ・ハンチントン病 0人　  ・ミトコンドリア病 0人　

 ・モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症） 22人　  ・リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ） 1人　

 ・ウェゲナー肉芽腫症 3人　  ・重症多形滲出性紅斑（急性期） 3人　

 ・特発性拡張型（うっ血型）心筋症 64人　  ・黄色靱帯骨化症 4人　

 ・表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型） 1人　

（注）　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

119人　

高度の医療の提供の実績

 ・パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病）

142人　

 ・多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガー症候群）

22人　
 ・間脳下垂体機能障害
（ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ＡＤ
Ｈ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異常症、クッシン
グ病、先端巨大症、下垂体機能低下症）

4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

  ・退院調整加算

　・救急搬送患者地域連携紹介加算

　・救急搬送患者地域連携受入加算

　・総合評価加算

　・呼吸ケアチーム加算

　・病棟薬剤業務実施加算

　・超急性期脳卒中加算 　・データ提出加算

　・妊産婦緊急搬送入院加算 　・特定集中治療室管理料4

　・診療録管理体制加算1 　・ハイケアユニット入院医療管理料1

　・急性期看護補助体制加算 　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・看護職員夜間配置加算 　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・療養環境加算 　・小児入院医療管理料2

　・重症者等療養環境特別加算 　・短期滞在手術等基本料1

　・無菌治療室管理加算1

　・無菌治療室管理加算2

　・緩和ケア診療加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・がん診療連携拠点病院加算

　・医療安全対策加算1

　・感染防止対策加算1

　・患者サポート体制充実

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・救急医療管理加算

　・特定機能病院入院基本料

　・臨床研修病院入院診療加算

　・臨床研修病院入院診療加算（歯科診療に係るもの）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科診療特別対応連携加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）　

　・植込型除細動器移行期加算

　・高度難聴指導管理料

　・糖尿病合併症管理料 　・遺伝カウンセリング加算

　・がん性疼痛緩和指導管理料

　・がん患者指導管理料1 　・植込型心電図検査

　・がん患者指導管理料2 　・胎児心エコー法

　・がん患者指導管理料3 　・時間内歩行試験

　・外来緩和ケア管理料 　・ヘッドアップティルト試験

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・皮下連続式グルコース測定

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植
後）

　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・神経学的検査

　・院内トリアージ実施料 　・補聴器適合検査

　・外来リハビリテーション診療料 　・コンタクトレンズ検査料1

　・外来放射線照射診療料 　・小児食物アレルギー負荷検査

　・ニコチン依存症管理料 　・内服・点滴誘発試験

　・地域連携診療計画管理料 　・センチネルリンパ節生検（併用法）

　・がん治療連携計画策定料 　・センチネルリンパ節生検（単独法）

　・認知症専門診断管理料 　・画像診断管理加算2

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・CT撮影及びMRI撮影

　・薬剤管理指導料 　・冠動脈CT撮影加算

　・医療機器安全管理料1 　・心臓MRI撮影加算

　・医療機器安全管理料2 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・医療機器安全管理料（歯科） 　・外来化学療法加算1

　・歯科治療総合医療管理料 　・無菌製剤処理料

　・持続血糖測定器加算 　・心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)

　・造血器腫瘍遺伝子検査 　・脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)

高度の医療の提供の実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ページ

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

　・検体検査管理加算Ⅳ

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）　

　・経皮的大動脈弁置換術

　・歯科口腔リハビリテーション料２
　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交
換術

　・精神科ショート・ケア「小規模なもの」

　・精神科デイ・ケア「小規模なもの」

　・医療保護入院等診療料

　・エタノールの局所注入（甲状腺）

　・エタノールの局所注入（副甲状腺） 　・大動脈バルーンパンピング法（IABP法）

　・透析液水質確保加算2 　・補助人工心臓

　・一酸化窒素吸入療法 　・経皮的大動脈遮断術

　・歯科技工加算 　・ダメージコントロール手術

　・悪性黒色腫センチネルリンパ節加算 　・腹腔鏡下肝切除術

　・生体部分肝移植術

　・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。） 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・同種死体腎移植術

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交
換術

　・生体腎移植術

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入
術
（プレートのあるもの））

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・網膜再建術
　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに
限る。）

　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・輸血管理料1

　・乳がんセンチネルリンパ節加算1 　・輸血適正使用加算

　・乳がんセンチネルリンパ節加算2 　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・経皮的冠動脈形成術 　・内視鏡手術用支援機器加算

高度の医療の提供の実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ページ

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・運動器リハビリテーション料(Ⅰ) 　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ) 　・経皮的冠動脈ステント留置術

　・がん患者リハビリテーション料

　・植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘
出術

　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
交換術

　・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び
　　経静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び
　　両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び
　脳刺激装置交換術

　・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び
　植込型骨導補聴器交換術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）
　・医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6
　（歯科点数表第2章第9部の通則4を含む。）に掲げる手術

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）
　・胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃
瘻造設術を含む。）

　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、
　　下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）　

高度の医療の提供の実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ページ

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・放射線治療専任加算

　・外来放射線治療加算

　・高エネルギー放射線治療

　・1回線量増加加算

　・強度変調放射線治療（IMRT）

　・画像誘導放射線治療加算（IGRT）

　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・直線加速器による放射線治療（定位放射線治療）

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・保険医療機関間の連携による病理診断

　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・テレパソロジーによる術中迅速病理組織標本作製

　・テレパソロジーによる術中迅速細胞診

　・病理診断管理加算2

（様式第2）



7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数　　　　　30　例　　　／　　剖検率 10.00%

　・

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

週9回程度実施

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、健康保険法の規
定による療養に要する費用の額の算定方法（平成六年厚生省告示第五十四号）に先進医療（当該病院において提供していたもの
に限る。）から採り入れられた医療技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・ 　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 　計２００

(注) 1

2

3

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等
が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なも
のを記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入する
こと。　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は委託元を記入すること。

別紙のとおり

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

（様式第3）



別紙

研究課題名 研究者代表者氏名 所属部門 金額（円） 補助元又は委託先
3次元スペックルトラッキング法による右室機
能評価法の開発

瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ 1,820,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

難治性薬剤抵抗性高血圧に対する革新的な
腎動脈交感神経アブレーション法の開発

佐藤　明 循環器（内）診療グループ 1,820,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

左室駆出率を超える心不全指標としての左
室長軸収縮率の臨床的意義の研究

石津　智子 循環器（内）診療グループ 1,820,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

東日本大震災が及ぼす致死性不整脈発現
への影響

関口　幸夫 循環器（内）診療グループ 1,820,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

心筋炎発症機序におけるテネイシンCの分子
機能の解析

田尻　和子 循環器（内）診療グループ 2,080,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

持続性心房細動における心房内異常電位の
成因と機序の解明

村越 伸行 循環器（内）診療グループ 2,600,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

TFPI・アンチトロンビン・トロンボモジュリンに
よる体外循環中の複合的抗凝固戦略

平松　祐司 循環器（外）診療グループ 900,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

紫外線加工によるMK-7フリー納豆風味食品
の開発とワーファリン内服患者への適用

平松　祐司 循環器（外）診療グループ 700,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

放射光微小血管造影を用いた糖尿病心臓に
おける微小冠動脈血流の解析

坂本　裕昭 循環器（外）診療グループ 1,430,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

3Dプリンティング技術による精密心臓モデル
を使用した手術シミュレーション技術の新規
開発

坂本　裕昭 循環器（外）診療グループ 200,000 補　医学医療系
     若手研究者研究支援
     補助金（筑波大学）

肺高血圧症における放射光微小血管撮影法
を用いた微小血管血流変化と血管内皮細胞
障害

徳永　千穂 循環器（外）診療グループ 1,200,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

p53変異型癌細胞におけるp73活性化を応用
した新規癌治療の基礎研究

兵頭　一之介 消化器（内）診療グループ 1,820,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

生活習慣病を想定した過食肥満マウス開発
とNASHへの進展を規定する病態因子の探
索

溝上　裕士 消化器（内）診療グループ 4,940,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

放射線の大腸発がん促進作用に対する食品
成分スルフォラファンの予防効果に関する研
究

谷中　昭典 消化器（内）診療グループ 1,040,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

遺伝子レスキューマウスの解析によるNASH
を制御する組織・細胞Nrf2の役割解明

正田　純一 消化器（内）診療グループ 7,930,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

転写因子Nrf2の酸化ストレスと自食作用脆弱
化の病態制御による高齢者筋萎縮の予防

正田　純一 消化器（内）診療グループ 2,210,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

非アルコール性脂肪性肝疾患の運動療法に
よる肝臓リハビリテーションプログラムの構築

正田　純一 消化器（内）診療グループ 700,000 補　科学研究費補助金
　　 特別研究員奨励費

腫瘍融解ワクシニアウイルスの肝癌幹細胞に
対する殺細胞効果の評価

安部井　誠人 消化器（内）診療グループ 1,560,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

蛍光を用いた光学的生検方法の開発 金子　剛 消化器（内）診療グループ 1,040,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

遺伝子レスキューマウス解析による肥満肝発
癌を制御する組織・細胞Nrf2の役割解明

石毛　和紀 消化器（内）診療グループ 7,930,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）



経口血小板増多剤による肝硬変に対する新
規肝再生、線維化改善及び発癌予防法の確
立

大河内　信弘 消化器（外）診療グループ 6,500,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

磁性ナノ粒子＋腫瘍浸透ペプチドによる難
治固形癌の電磁誘導焼灼治療

小田　竜也 消化器（外）診療グループ 2,500,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

膵がん間質消滅治療：自殺遺伝子を導入し
た間葉系幹細胞によるがん間質の入れ換え

小田　竜也 消化器（外）診療グループ 1,200,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

モノテルペン類による新しい大腸癌治療法の
開発

村田　聡一郎 消化器（外）診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

癌細胞とクッパー細胞の相互作用に着目し
た血行性肝転移メカニズムの解明

近藤　匡 消化器（外）診療グループ 1,400,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

ナノバイオ装置を用いた新規免疫抑制薬感
受性試験の開発

福永　潔 消化器（外）診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

血小板を用いた縫合不全をゼロにする手技
の開発研究

寺島　秀夫 消化器（外）診療グループ 1,400,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

大腸癌におけるCD44variant9発現の意義と
新規診断法の開発

榎本　剛史 消化器（外）診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

Drug Delivery Systemを用いた肝硬変に対
する新規治療薬の開発

田村　孝史 消化器（外）診療グループ 1,400,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

Ｓ１Ｐ，アデノシン，トロンボポエチンを用いた
ＮＡＳＨの線維化抑制治療の開発

久倉　勝治 消化器（外）診療グループ 1,600,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

血清エクソソームの機能性RNA発現解析によ
る非B非C肝癌の新規診断法の開発

高野　恵輔 消化器（外）診療グループ 1,500,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

可変3D画像・タッチレスインタフェースを用い
た鏡視下手術ナビゲーションの開発

明石　義正 消化器（外）診療グループ 1,400,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

ローズマリーの有効成分に着目した新しい非
アルコール性肝炎、肝癌治療法の開発

小川　光一 消化器（外）診療グループ 1,100,000 補　科学研究費補助金
　　 研究活動スタート支援

Patient dependent力覚体感型手術エミュ
レータ開発

大城　幸雄 消化器（外）診療グループ 1,100,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

統合的ゲノム情報による難治性喘息多様性
の分子機構の解明

檜澤　伸之 呼吸器（内）診療グループ 3,510,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

喫煙行動に影響を及ぼす遺伝素因の解明 檜澤　伸之 呼吸器（内）診療グループ 650,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

呼吸器感染症生体応答機構、特に転写応答
機構の解明とその治療への応用

石井　幸雄 呼吸器（内）診療グループ 620,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

大気汚染やディーゼル排気暴露が喘息の発
症増悪に及ぼす影響の関する研究調査

石井　幸雄 呼吸器（内）診療グループ 620,000 委　財団法人
　　 日本自動車研究所
　　 受託研究

前向きコホートによる喘息とCOPD発症に対
する危険因子の包括的解析

坂本　透 呼吸器（内）診療グループ 1,040,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

慢性炎症性呼吸器疾患におけるヘルパーＴ
細胞と炎症性マクロファージのクロストーク

森島　祐子 呼吸器（内）診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

気道リモデリング形成に伴うSiglecを介した好
酸球炎症制御経路障害の解明

際本　拓未 呼吸器（内）診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）



新規喘息感受性遺伝子HAS2 および
PBMUCL２ の喘息Phenotypeに与える影響

檜澤　伸之 呼吸器（内）診療グループ 1,000,000 委　日本アレルギー協会
　　　真鍋奨学助成

アレルギー性気道炎症における細胞応答機
構の解明とステロイドの抵抗性治療への応用

石井　幸雄 呼吸器（内）診療グループ 1,000,000 委　日本アレルギー協会
　　　真鍋奨学助成

狭帯域光観察を用いた肺癌胸膜浸潤・胸膜
中皮腫病変の術中診断と浸潤メカニズムの
解明

佐藤　幸夫 呼吸器（外）診療グループ 5,330,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

肺エアリーク定量モニタリングの臨床応用と
気瘻に対する新しい治療ストラテジーの構築

酒井　光昭 呼吸器（外）診療グループ 5,070,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

細胞接着分子ＣＡＤＭ１を分子標的とする小
細胞肺癌の治療法の開発

菊池　慎二 呼吸器（外）診療グループ 4,160,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

腎臓発生研究成果を臨床医療に応用するた
めの基盤研究-腎疾患モデルと臓器再生モ
デル

臼井　丈一 腎泌尿器（内）診療グルー
プ

1,200,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

被嚢性腹膜硬化症におけるTヘルパー細胞
の役割の解明と新規治療法の開発

楊　景堯 腎泌尿器（内）診療グルー
プ

1,200,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

慢性腎臓病進行抑制のための医薬連携シス
テムの確立と検証

斎藤　知栄 腎泌尿器（内）診療グルー
プ

1,500,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

転写因子MafBによる腎性二次性副甲状腺機
能亢進症の制御

森戸　直記 腎泌尿器（内）診療グルー
プ

800,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

慢性腎不全診療最適化による新規透析導入
減少実現のための診療システム構築に関す
る研究

山縣　邦弘 腎泌尿器（内）診療グルー
プ

11,900,000 委　厚生労働科学委託費
     （難治性疾患等実用化研究）

難治性精巣腫瘍におけるＣｙｃｌｉｎ／Ｒｂ経路
の活性化の意義とその制御機構

末富　崇弘 腎泌尿器（外）診療グルー
プ

1,560,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

多系統動物モデルを用いた尿路上皮癌の発
癌進展における腫瘍微小環境の解明

西山　博之 腎泌尿器（外）診療グルー
プ

3,057,112 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

尿路上皮癌における新規癌関連遺伝子の同
定

西山　博之 腎泌尿器（外）診療グルー
プ

1,700,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

精巣腫瘍の組織分化におけるエピジェネティ
クス制御の解明

河合　弘二 腎泌尿器（外）診療グルー
プ

1,500,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

BCG細胞莢膜成分を用いた、全身投与可能
な新規癌治療製剤の開発

宮崎　淳 腎泌尿器（外）診療グルー
プ

1,500,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

腎細胞癌の発生と肉腫様変化における
RAC2-VAV1シグナルの役割

小島　崇宏 腎泌尿器（外）診療グルー
プ

1,500,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

造精機能障害とエピジェネティクス異常の解
明

市岡　大士 腎泌尿器（外）診療グルー
プ

1,700,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

脂肪酸伸長酵素Ｅｌｏｖｌ６による臓器脂質の質
的変容と代謝病態の多臓器的展開

島野　仁 内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ

4,000,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

脂肪酸伸長酵素Elovl6欠損マウスにおける
ショ糖嗜好性亢進機序の解明

島野　仁 内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ

2,700,000 補　科学研究費補助金
　　 新学術領域研究
　　　(研究領域提案型)

酸化ストレスを消去する腸管作用型新規ナノ
粒子を利用した動脈硬化抑制の試み

島野　仁 内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ

2,300,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

糖尿病患者の動脈硬化症発症進展における
新規予測因子に関する検討

鈴木　浩明 内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ

1,400,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）



血中脂肪酸濃度を利用した新しい２型糖尿
病診療の試行とその有効性の検証

矢藤　繁 内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ

1,500,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

肝臓内グリコーゲンセンサーの分子同定 矢作　直也 内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ

1,700,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

代謝シグナルが投射されるゲノム領域の同定
と転写環境調節機構の解明

矢作　直也 内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ

9,520,000 補　科学研究費補助金
　　 新学術領域研究
　　　(研究領域提案型)

脂肪酸伸長酵素Elovl6によるインフラマソー
ム制御機構の解明

松坂　賢 内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ

1,400,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

細胞内脂肪酸組成制御機構の解明と高次脳
機能および精神疾患における役割

松坂　賢 内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ

6,000,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（A）

 脂質代謝と小胞体ストレスをつなぐCREBH
の非アルコール性脂肪肝発症における役割

小林　和人 内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ

1,500,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

骨格筋におけるコレステロール不足がなぜ横
紋筋融解症と突然死を引き起こしたのか？

中川　嘉 内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ

1,700,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

絶食時栄養制御因子ＣＲＥＢＨが腸肝循環を
介し肥満形成を抑制するメカニズム

中川　嘉 内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ

3,800,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

ヒト初代培養乳癌幹細胞における浸潤・転移
能獲得の分子機構解明

坂東　裕子 乳腺・甲状腺・内分泌（外）
診療グループ

1,400,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

癌免疫逃避機構の制御による新規分子標的
治療の開発のための研究

井口　研子 乳腺・甲状腺・内分泌（外）
診療グループ

1,700,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

自己免疫疾患に関する調査研究 住田　孝之 膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ

29,400,000 補　厚生労働科学研究費補助金
     （難治性疾患等克服研究）

自己免疫疾患のイノベーション研究 住田　孝之 膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ

40,000,000 委　厚生労働科学委託費
     （難治性疾患等実用化研究）

シェーグレン症候群発症の分子免疫学的解
析と制御

住田　孝之 膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ

1,500,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

関節炎におけるマクロファージと自己免疫応
答相互の制御機構の解明

松本　功 膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ

1,690,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

間質性肺炎発症におけるヒトCD161陽性γ
δ陽性T細胞の関与

後藤　大輔 膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ

1,950,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

新規疾患「IgG4関連疾患」の病因・病態に迫
る免疫遺伝学的アプローチ

坪井　洋人 膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ

2,210,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

自己免疫性関節炎における病原性T細胞の
分化制御機構の解析

近藤　裕也 膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ

1,950,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

新規抗シトルリン化ペプチド抗体の病原性解
析－関節リウマチの病因解明への突破口－

梅田　直人 膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ

2,210,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

シェーグレン症候群における抗原特異的治
療法の新規構築

浅島　弘充 膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ

1,950,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

造血器腫瘍におけるＴＥＴ２遺伝子異常とエ
ピジェネティック制御の解析

千葉　滋 血液診療グループ 5,200,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

悪性リンパ腫を構成する炎症細胞の起源の
解明

千葉　滋 血液診療グループ 1,560,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究



悪性リンパ腫における腫瘍細胞と微小環境と
のコミュニケーション

千葉　滋 血液診療グループ 5,590,000 補　科学研究費補助金
　　 新学術領域研究
　　　(研究領域提案型)

エピゲノム異常を発端とする濾胞性ヘルパー
T細胞の腫瘍化機序の解明

坂田　麻実子 血液診療グループ 1,950,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

純粋巨核球前駆細胞の同定および巨核球
造血シグナル制御の解明

横山　泰久 血液診療グループ 2,080,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

Notch-Hes1経路による急性骨髄性白血病抑
制機構の解明

加藤　貴康 血液診療グループ 2,080,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

造血不全におけるNestin陽性造血支持細胞
の機能解析

小原　直 血液診療グループ 1,560,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

Tet2機能低下によるエピゲノム制御異常を介
したリンパ腫発症メカニズムの解明

武藤　秀治 血液診療グループ 2,600,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

ＲＨＯＡ変異陰性タイプ末梢性Ｔ細胞リンパ
腫の特異的ゲノム診断技術の開発

坂田　麻実子 血液診療グループ 546,000 委　独立行政法人
　　 科学技術振興機構

PTSD及びうつ病等の環境要因等の分析及
び介入手法の開発と向上に資する研究

朝田　隆 精神神経診療グループ 91,000,000 補　厚生労働科学研究費補助金
　　　（障害者対策総合研究）

BPSDの症状評価法および治療法の開発と
脳内基盤解明を目指した総合的研究

新井　哲明 精神神経診療グループ 9,840,000 補　厚生労働科学研究費補助金
　　　（認知症対策総合研究）

皮膚疾患における制御性B細胞を用いた治
療法の開発

藤本　学 皮膚診療グループ 1,820,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

RORγt発現がCD4＋T細胞の誘導に及ぼす
影響の研究

藤澤　康弘 皮膚診療グループ 910,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

制御性Ｂ細胞をツールとした皮膚難病の治
療戦略

藤本　学 皮膚診療グループ 5,000,000 補　公益財団法人
　　 上原記念生命科学財団

移植片対宿主病様皮膚疾患モデルを用いた
強皮症発症メカニズムの探索

沖山　奈緒子 皮膚診療グループ 1,000,000 補　公益財団法人
     日本応用酵素協会
　　　（若手研究助成事業）

移植片対宿主病（GVHD）様皮膚粘膜疾患
モデルを用いた苔癬反応における表皮アポ
トーシス機構の解明

沖山　奈緒子 皮膚診療グループ 1,500,000 補　公益財団法人
     中冨健康科学振興財団

小児におけるＢ型肝炎の水平感染の実態把
握とワクチン戦略の再構築に関する研究

須磨崎　亮 小児(内)診療グループ 40,000,000 補　厚生労働科学研究費補助金
　　　（肝炎等克服政策研究）

高性能の新規ＲＮＡベクターによる血友病遺
伝子治療の開発

須磨崎　亮 小児(内)診療グループ 24,999,000 補　厚生労働科学研究費補助金
　　　（再生医療実用化研究）

新規高性能ベクターを生体イメージングで評
価し血友病遺伝子治療に応用するための研
究

福島　敬 小児(内)診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

ジペプチジルペプチダーゼ４活性からみた
小児糖尿病の病態および治療に関する研究

鴨田　知博 小児(内)診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

胎児・新生児期に発症する遺伝性不整脈の
遺伝的背景と臨床的表現型に関する研究

堀米　仁志 小児(内)診療グループ 1,170,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

新しい心磁図指標を用いた小児の早期再分
極症例の突然死リスク評価に関する研究

加藤　愛章 小児(内)診療グループ 1,950,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

Ｓｍａｌｌ　ｆｏｒ　ｇｅａｔａｔｉｏｎａｌ　ａｇｅ児のキャッチ
アップに関する研究

齋藤　誠 小児(内)診療グループ 1,430,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）



小児の手指巧緻性機能障害に関する治療
法の開発-磁気センサによる定量評価

大戸　達之 小児(内)診療グループ 780,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

エリスロポエチンの先天性横隔膜ヘルニアに
おける肺高血圧への有用性の検討

高安　肇 小児(外)診療グループ 1,820,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

自家臍帯幹細胞シート移植による先天性横
隔膜ヘルニアにける低形成肺の再生

新開　統子 小児(外)診療グループ 1,690,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

再生医療的アプローチを用いた新しい横隔
膜修復術の開発

瓜田　泰久 小児(外)診療グループ 2,080,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

間質血管細胞群移植による損傷腱組織再生
迅速化

関堂　充 形成診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

新しいメタボリックシンドロームモデルマウスを
用いた創傷治癒メカニズムの解析

佐々木　薫 形成診療グループ 1,000,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

アルツハイマー病の分子病態とミトコンドリア
障害

玉岡　晃 脳神経（内）診療グループ 900,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

モデル動物を用いたジフェニルアルシン酸
(DPAA)の生体影響

玉岡　晃 脳神経（内）診療グループ 15,970,000 委 環境省 平成26年度 「ジフェニ
ルアルシン酸等に係る健康影響に
関する調査研究」

成人におけるジフェニルアルシン酸等に係る
健康影響に関する臨床研究

石井　一弘 脳神経（内）診療グループ 5,080,000 委 環境省 平成26年度 「ジフェニ
ルアルシン酸等に係る健康影響に
関する調査研究」

認知症患者のバランス障害に対する前庭刺
激効果の解明および臨床応用

中馬越　清隆 脳神経（内）診療グループ 1,400,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

ナノ粒子薬物送達システムによる、アルツハ
イマー病の酸化ストレス消去療法の開発

冨所　康志 脳神経（内）診療グループ 600,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

筋萎縮性側索硬化症原因遺伝子とRNA編集
酵素との連関カスケードに基づく治療戦略

詫間　浩 脳神経（内）診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

多機能レーザー内視鏡治療機器を用いた超
低侵襲内視鏡手術

阿久津　博義 脳神経（外）診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

頭部領域の動きに強い撮像法　多施設共同
研究

五月女　康作 脳神経（外）診療グループ 500,000 補　日本磁気共鳴専門技術者認定
機構MR学術調査研究チーム

歩行様運動中の機能的磁気共鳴画像
（fMRI）取得方法の開発

五月女　康作 脳神経（外）診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

腫瘍微小環境に基づいたＶＥＧＦ抑制を超え
る脳腫瘍に対する血管新生抑制療法の開発

高野　晋吾 脳神経（外）診療グループ 4,400,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

膠芽腫に対する新規血管新生抑制療法：光
線力学療法と合成ペプチド療法

高野　晋吾 脳神経（外）診療グループ 1,700,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

頭頚部血管形成術後再狭窄に対するナノ粒
子を用いた診断・治療についての基礎的研
究

鶴田　和太郎 脳神経（外）診療グループ 1,690,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

病院併設BNCTにむけた血液・組織内ホウ素
分析手法の最適化

中井　啓 脳神経（外）診療グループ 1,820,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

一過性運動機能障害に対するロボットアシス
ト・リハビリテーションの有効性検証

中井　啓 脳神経（外）診療グループ 1,000,000 補　桐仁会臨床医学研究助成金

フラーレン粒子と中性子捕捉反応を用いたが
ん治療の基礎的検討

松村　明 脳神経（外）診療グループ 1,430,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究



ホウ素中性子線療法用のナノカーボンホウ素
キャリアーの開発

松村　明 脳神経（外）診療グループ 230,000 補 産業技術総合研究所と筑波大
学の合わせ技ファンド事業

頸部装着型機器による嚥下機能評価と食事
介助支援装置の実用化

松村　明 脳神経（外）診療グループ 8,800,000 補　厚生労働科学研究費補助金
　　　（長寿科学総合研究）

病院内加速器中性子捕捉療法確立のため
の基礎的・臨床的研究

松村　明 脳神経（外）診療グループ 2,470,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

不活化ウイルス粒子に自家腫瘍ワクチンを併
用した脳腫瘍に対する新規免疫療法の確立

松田　真秀 脳神経（外）診療グループ 1,430,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

TEMPO-RNPによる脳梗塞再開通療法後に
おける再灌流障害と出血性脳梗塞の予防

丸島　愛樹 脳神経（外）診療グループ 1,200,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

中性アミノ酸プレローディングによる中性子
捕捉療法(BNCT)の確立

山本　哲哉 脳神経（外）診療グループ 1,200,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

末梢神経欠損間隙の新治療法：末梢神経両
断端緩徐伸長法の実用化に向けて

原　友紀 整形診療グループ 1,000,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

ドップラー補償光学型および偏光感受型光
干渉断層計による三次元光バイオプシーの
開発

大鹿　哲郎 眼診療グループ 3,250,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

角膜ジストロフィーの分子メカニズムに基づく
光線力学療法および予防点眼液の開発 

加治　優一 眼診療グループ 1,430,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

薄暮時実用視力計の開発とその臨床的有効
性の評価

平岡　孝浩 眼診療グループ 650,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

組織シーラントによる新しい網膜剥離手術手
技の開発とヒトへの臨床応用

岡本　史樹 眼診療グループ 2,340,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

トレハロースによる結膜癒着防止効果の検討 岡本　芳史 眼診療グループ 650,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

On/Off機能を備えた近赤外蛍光プローブに
よる網膜低酸素イメージングの開発

福田　慎一 眼診療グループ 2,370,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

上皮性卵巣癌の妊孕性温存治療の対象拡
大のための非ランダム化検証的試験

吉川　裕之 婦人・周産期診療グループ 49,920,000 委　厚生労働科学研究委託費
　　  (革新的がん医療実用化研究)

子宮頸癌発生過程とHLAクラスIIアレルに関
する研究

吉川　裕之 婦人・周産期診療グループ 1,400,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

地域産科医療としての先天性心臓疾患胎児
健康状態評価システムの新規構築

濱田　洋実 婦人･周産期診療グループ 700,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

妊娠・授乳期における医療用医薬品の使用
上の注意の在り方に関する研究

濱田　洋実 婦人･周産期診療グループ 3,000,000 委　厚生労働科学研究委託費
　　 (医薬品等規制調和・評価研究)

婦人科がんの系統的、総合的周術期VTE予
防法の確立およびVTE発生機序の解明

佐藤　豊実 婦人･周産期診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

母児間免疫寛容に注目した絨毛膜羊膜炎を
伴う早産の予防戦略

小畠　真奈 婦人･周産期診療グループ 1,170,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

子宮頸癌におけるHPV型別の病態解析：新
たな疾患概念の確立を目指して

松本　光司 婦人・周産期診療グループ 1,950,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

個別化治療を目指した子宮体癌の遺伝子変
異プロファイリング

水口　剛雄 婦人・周産期診療グループ 1,950,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）



血清疫学的手法によるヒトパピローマウイル
ス感染の診断と子宮頸部前癌病変の管理

越智　寛幸 婦人・周産期診療グループ 1,170,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

睡眠時無呼吸症候群による母児病態変動解
析

安部　加奈子 婦人・周産期診療グループ 650,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

婦人科悪性腫瘍におけるTFの発現と過凝固
状態についての研究

櫻井　学 婦人•周産期診療グループ 1,040,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

蝸牛発生、機能維持、蝸牛障害におけるセラ
ミド、スフィンゴ脂質の影響の検討

田渕　経司 耳鼻咽喉診療グループ 700,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

麻薬受容体の遺伝子多型とシグナル伝達系
に関する革新的臨床および基礎研究

猪股　伸一 麻酔診療グループ 1,170,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

蘇生後症候群へのスタチンの多面効果：　水
溶性と脂溶性の比較

中山　慎 麻酔診療グループ 2,080,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

麻酔薬の扁桃体中心核抑制性神経回路へ
の作用の解明

山本　純偉 麻酔診療グループ 1,560,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

口腔がんにおけるlet-7 microRNAの機能解
析と臨床応用

武川　寛樹 歯・口腔診療グループ 1,430,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

口腔癌の腫瘍表面分子を標的とするキメラペ
プチドによる新しいバイオ療法の研究開発

武川　寛樹 歯・口腔診療グループ 4,160,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

骨分化能の高い歯髄由来間葉系幹細胞の
単離・同定と効率的な顎骨再生への応用

山縣　憲司 歯・口腔診療グループ 1,430,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

口腔癌におけるシナプス接着因子を標的とし
た新規抗血管新生療法の探索

柳川　徹 歯・口腔診療グループ 1,820,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

口 腔 癌 の 頸 部 リ ン パ 節 転 移 を 制 御 す る
microRNAの網羅的探索

長谷川　正午 歯・口腔診療グループ 1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 研究活動スタート支援

エキソソームによるmicroRNAの細胞間輸送
システムの解明

大和地　正信 歯・口腔診療グループ 1,690,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

ソーシャルファームにおける復職支援の有効
性に関する調査研究

松崎　一葉 保健衛生外来診療グルー
プ

910,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

メコン川流域国における急速なモータリゼー
ションから子どもの命と健康を守る

市川　政雄 保健衛生外来診療グルー
プ

2,210,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

うつ病の病態と休職制度の検討に関する独
創的全国比較研究-金銭補償期間の重要性
-

笹原　信一朗 保健衛生外来診療グルー
プ

1,300,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（Ａ）

ハイパーソニック効果を応用したストレス関連
障害の治療効果の研究

森田　展彰 保健衛生外来診療グルー
プ

910,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

依存物質再使用リスク測度の潜在的指標を
用いた改良および治療応用

大谷　保和 保健衛生外来診療グルー
プ

1,820,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

敗血症超急性期モデル動物に対する
TEMPO-RNPを用いた抗酸化ストレス療法

下條　信威 救急・集中治療診療グルー
プ

1,700,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

TEMPO-RNPによる脳梗塞再開通療法後に
おける再灌流障害と出血性脳梗塞の予防

丸島　愛樹 救急・集中治療診療グルー
プ

1,200,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

Comprehensive Assessment of Prevalence
and Trends of Gestational Diabetes Mellitus
among Bangladeshi Rural Women: A
multidisciplinary investigation from basic
epidemiology to genetic screening

ジェスミン　サブリ
ナ

救急・集中治療診療グルー
プ

5,400,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）



血管内皮増殖因子VEGF系を基軸とする、敗
血症性多臓器不全の治療戦略の研究

ジェスミン　サブリ
ナ

救急・集中治療診療グルー
プ

1,500,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

高エネルギー陽子ビームを用いた次世代型
粒子線治療のための基盤研究

櫻井　英幸 放射線腫瘍科診療グルー
プ

5,330,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

抗腫瘍免疫を増強する放射線治療法確立の
ための基礎的研究

石川　仁 放射線腫瘍科診療グルー
プ

1,040,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

等価線量をシミュレーションで評価する次世
代型BNCT用治療計画システムの開発

熊田　博明 放射線腫瘍科診療グルー
プ

1,690,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

腫瘍追跡情報をフィードバックする呼吸コー
チング法の開発

照沼　利之 放射線腫瘍科診療グルー
プ

650,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

ＢＮＣＴにおける生体内線量分布計測システ
ムのための基盤技術の研究開発

安岡　聖 放射線腫瘍科診療グルー
プ

520,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

頭頸部癌に対する加速器硼素中性子補足
療法の研究

大西　かよ子 放射線腫瘍科診療グルー
プ

1,040,000 補　科学研究費補助金
　　 研究活動スタート支援

陽子線のＤＮＡ損傷メカニズムと腫瘍免疫賦
活効果を応用した新たながん治療法の研究

坪井　康次 放射線腫瘍科診療グルー
プ

4,810,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

頭頸部がん硼素中性子捕捉療法における加
速器線と原子炉線源の臨床的比較検討の研
究

粟飯原　輝人 放射線腫瘍科診療グルー
プ

650,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

病院併設型中性子捕捉療法を用いた難治
性癌克服の研究

福光　延吉 放射線腫瘍科診療グルー
プ

3,520,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

小児腫瘍に対する陽子線治療後の晩期有
害事象予測プログラムの作成

水本　斉志 放射線腫瘍科診療グルー
プ

780,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

機能画像情報を利用した非アルコール性脂
肪性肝疾患の非侵襲的病態評価法の確立

磯辺　智範 放射線腫瘍科診療グルー
プ

2,730,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

次世代がん治療(BNCT)の開発実用化 熊田　博明 放射線腫瘍科診療グルー
プ

584,964,258 委　関東経済産業局
　　　（つくば国際戦略総合特区）

次世代がん治療：BNCT用治療計画システム
の開発による起業挑戦研究

熊田　博明 放射線腫瘍科診療グルー
プ

7,360,000 委　独）科学技術振興機構A-Step

次世代粒子線治療研究拠点の形成 櫻井　英幸 放射線腫瘍科診療グルー
プ

5,000,000 補　プレ戦略イニシアチブ
　　　（研究拠点提案型）

医療用及び産業工業用加速器中性子源開
発のための共同研究

熊田　博明 放射線腫瘍科診療グルー
プ

1,760,000 補　産学連携イノベーション

ホウ素中性子捕捉療法（BNCT)によるがん治
療機器の開発・実証事業

熊田　博明 放射線腫瘍科診療グルー
プ

120,000,000 委 　財）脳神経疾患研究所

非造影ＭＲＩによるステントグラフト内挿術後
のエンドリーク検出法の確立

森　健作 放 射 線 診 断 ・ IVR 診 療 グ
ループ 500,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

多角的なMRI評価を用いたスポーツアスリー
トの筋コンディショニングの試み

岡本　嘉一 放 射 線 診 断 ・ IVR 診 療 グ
ループ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

Interprofessional PBLを活用した効果的な多
職種連携教育パッケージの開発

前野　貴美 総合診療グループ 300,000 補 文部科学省 教育関係共同利
用拠点認定 医学教育共同利用拠
点 岐阜大学医学部医学教育開発
研究センター 多職種連携協働開
発事業

大教室で１日でできるチーム医療教育プログ
ラムパッケージの開発と教育効果の検証

前野　貴美 総合診療グループ 1,700,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）



医師として適切な服装・言動とは？　医師・患
者の横断調査

栗原　宏 総合診療グループ 600,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

日本プライマリ・ケア連合学会認定家庭医療
専門医、プライマリ・ケア認定医が診療する
範囲に関する調査

吉本　尚 総合診療グループ 200,000 補  日本プライマリ・ケア連合学会
日本プライマリ・ケア連合学会若手
チーム研究

非がん疾患の終末期医療の実態に関する調
査事業

濱野　淳 総合診療グループ 500,000 補　公益財団法人　
日本ホスピス・緩和ケア研究振

興財団

在宅がん患者のＱＯＬに影響を与える要因を
明らかにする全国調査

濱野　淳 総合診療グループ 1,500,000 補　公益財団法人
　　 笹川記念保健協力財団

血管保護因子DDAH2に注目した肺腺癌間
質形成の分子機構の解明 

野口　雅之 病理診断診療グループ 2,080,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

SFN, IGBP1に着目した肺腺癌発生の分子基
盤の解明

野口　雅之 病理診断診療グループ 5,460,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

死後臓器組織からの高品質核酸抽出法の考
案：病理解剖の分子生物学的探究基盤の確
立

高屋敷　典生 病理診断診療グループ 650,000 補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

大腸発癌過程においてHNF4a（P1)発現が消
失するメカニズムの解明に向けた研究 

菅野　雅人 病理診断診療グループ 2,730,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

初期浸潤肺腺がん凍結組織培養を利用した
肺腺がんの悪性化分子機構の解明 

竹内　朋代 病理診断診療グループ 1,950,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

結合蛋白に着目したStratifinによる肺腺癌初
期悪性化の分子メカニズム解明 

柴　綾 病理診断診療グループ 2,080,000 補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

遺伝子解析、免疫染色を用いた革新的肺癌
喀痰検診の癌発見率向上のための研究

南　優子 病理診断診療グループ 2,000,000 委　公益財団法人
     日本対がん協会

ＲＦＬプロジェクト未来研究助成
金

エクソーム解析による小児喘息発症の個別
化医療と創薬のための分子標的遺伝子の探
索

野口　恵美子 遺伝診療グループ 3,250,000 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

計２００



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

～

70

～ 　計２１８

(注) 1

2

3

4

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

1

2

3

4

5

～ 計２４５

(注) 1

2

3

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

別紙のとおり

　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開
発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合
には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と
当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が
大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病
院に所属している場合に限る）。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

雑誌名発表者氏名 発表者の所属 題名

　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評
価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

別紙のとおり

（様式第3）



番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

1
Xu D 循環器(内)診療グループ Anemia and reduced kidney function as risk factors for new onset of atrial fibrillation 

(from the Ibaraki prefectural health study).
Am J Cardiol. 2015 Feb 1;115(3):328-33. doi: 10.1016/j.amjcard.2014.10.041. 
Epub 2014 Nov 12.

2
Kuroki K 循環器(内)診療グループ Hybrid epicardial and endocardial ablation of a persistent atrial tachycardia arising from 

the marshall bundle: the importance of a detailed analysis of the local potentials.
Heart Vessels. 2015 May;30(3):416-9. doi: 10.1007/s00380-014-0498-3. Epub 
2014 Apr 1.

3 Seo Y 循環器(内)診療グループ Three-dimensional speckle tracking echocardiography. Circ J. 2014;78(6):1290-301. Epub 2014 Apr 28.

4
Naruse Y 循環器(内)診療グループ Systematic treatment approach to ventricular tachycardia in cardiac sarcoidosis. Circ Arrhythm Electrophysiol. 2014 Jun;7(3):407-13. doi: 

10.1161/CIRCEP.113.000734. Epub 2014 May 16.

5
Seo Y 循環器(内)診療グループ Current status of 3-dimensional speckle tracking echocardiography: a review from our 

experiences.
J Cardiovasc Ultrasound. 2014 Jun;22(2):49-57. doi: 10.4250/jcu.2014.22.2.49. 
Epub 2014 Jun 30.

6
Adachi T 循環器(内)診療グループ Novel use of the ultra-short-acting intravenous β1-selective blocker landiolol for 

supraventricular tachyarrhythmias in patients with congestive heart failure.
Heart Vessels. 2014 Jul;29(4):464-9. doi: 10.1007/s00380-013-0377-3. Epub 
2013 Jun 26.

7
Miyauchi Y 循環器(内)診療グループ Effects of selective endothelin (ET)-A receptor antagonist versus dual ET-A/B 

receptor antagonist on hearts of streptozotocin-treated diabetic rats.
Life Sci. 2014 Aug 28;111(1-2):6-11. doi: 10.1016/j.lfs.2014.06.008. Epub 2014 
Jun 20.

8
Machino T 循環器(内)診療グループ Anti-hypertensive effect of radiofrequency renal denervation in spontaneously 

hypertensive rats.
Life Sci. 2014 Aug 21;110(2):86-92. doi: 10.1016/j.lfs.2014.06.015. Epub 2014 
Jun 28.

9
Abe D 循環器(内)診療グループ Miraculous catch of a broken coronary guidewire tip in the right internal carotid artery. Int J Cardiol. 2014 Sep;176(1):e1-2. doi: 10.1016/j.ijcard.2014.06.073. Epub 

2014 Jul 6.

10
Tajiri K 循環器(内)診療グループ Impact of rivaroxaban compared with warfarin on the coagulation status in Japanese 

patients with non-valvular atrial fibrillation: a preliminary analysis of the prothrombin 
fragment 1+2 levels.

J Cardiol. 2015 Mar;65(3):191-6. doi: 10.1016/j.jjcc.2014.08.006. Epub 2014 
Sep 2.

11
Murakoshi N 循環器(内)診療グループ Prognostic impact of supraventricular premature complexes in community-based health 

checkups: the Ibaraki Prefectural Health Study.
Eur Heart J. 2015 Jan 14;36(3):170-8. doi: 10.1093/eurheartj/ehu407. Epub 
2014 Oct 29.

12
Tajiri K 循環器(内)診療グループ Mechanisms explaining the late "catch-up" phenomenon after sirolimus-eluting stent 

implantation.
Int J Cardiol. 2014 Nov 15;177(1):44-5. doi: 10.1016/j.ijcard.2014.09.116. Epub 
2014 Sep 30.

13
Tajiri K 循環器(内)診療グループ Endothelin receptor antagonist exacerbates autoimmune myocarditis in mice. Life Sci. 2014 Nov 24;118(2):288-96. doi: 10.1016/j.lfs.2014.01.007. Epub 2014 

Jan 18.

14
Hoshi T 循環器(内)診療グループ Kounis syndrome manifesting as coronary aneurysm and very late coronary stent 

thrombosis.
JACC Cardiovasc Interv. 2014 Nov;7(11):e173-6. doi: 
10.1016/j.jcin.2014.05.031. Epub 2014 Nov 17.

15
Adachi T 循環器(内)診療グループ Left septal atrial tachycardia after open-heart surgery: relevance to surgical approach, 

anatomical and electrophysiological characteristics associated with catheter ablation, 
and procedural outcomes.

Circ Arrhythm Electrophysiol. 2015 Feb;8(1):59-67. doi: 
10.1161/CIRCEP.114.001680. Epub 2014 Nov 21.

16
Machino-Ohtsuka T 循環器(内)診療グループ Tenascin-C aggravates autoimmune myocarditis via dendritic cell activation and Th17 

cell differentiation.
J Am Heart Assoc. 2014 Nov 5;3(6):e001052. doi: 10.1161/JAHA.114.001052.

17
Machino T 循環器(内)診療グループ Counterclockwise heart rotation affects variation in successful ablation line position in 

common atrial flutter.
Circ J. 2014;78(4):859-64. Epub 2014 Feb 14.

18
Kuga K 循環器(内)診療グループ Prognosis of myocardial infarction with left ventricular dysfunction in the coronary 

revascularization era.Subanalysis of the Japanese Coronary Artery Disease (JCAD) 
Circ J. 2014;78(10):2483-91. Epub 2014 Aug 19.

19
Sato K 循環器(内)診療グループ Prognostic value of global longitudinal strain in paradoxical low-flow, low-gradient 

severe aortic stenosis with preserved ejection fraction.
Circ J. 2014;78(11):2750-9. Epub 2014 Sep 30.

20
Abe D 循環器(内)診療グループ Life-threatening acute heart failure due to primary cardiac undifferentiated pleomorphic 

sarcoma.
Intern Med. 2014;53(16):1775-7. Epub 2014 Aug 15.

21
Nogami A 循環器(内)診療グループ Mapping and ablating ventricular premature contractions that trigger ventricular 

fibrillation: trigger elimination and substrate modification.
J Cardiovasc Electrophysiol. 2015 Jan;26(1):110-5. doi: 10.1111/jce.12547. 
Epub 2014 Oct 27.

22
Nogami A 循環器(内)診療グループ Satisfactory implantable cardioverter-defibrillator programming for shock reduction. No 

pain, no gain.
Circ J. 2014;78(11):2619-21. Epub 2014 Oct 10.

23
Nogami A 循環器(内)診療グループ Trigger elimination of polymorphic ventricular tachycardia and ventricular fibrillation by 

catheter ablation: trigger and substrate modification.
J Biomed Res. 2015 Jan;29(1):44-51. doi: 10.7555/JBR.29.20140156. Epub 2015 
Jan 1.

24
Kuga K. 循環器(内)診療グループ Prophylactic implantation of implantable cardioverter-defibrillator for Japanese patients 

with heart failure – problem of "underuse".
Circ J. 2015;79(2):297-9. doi: 10.1253/circj.CJ-14-1394. Epub 2015 Jan 9.

25 Sato A. 循環器(内)診療グループ Coronary plaque imaging by coronary computed tomography angiography. World J Radiol. 2014 May 28;6(5):148-59. doi: 10.4329/wjr.v6.i5.148.
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番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名
1 塚田 亨 循環器（外）診療グループ 肺動脈原発血管内膜肉腫に対する外科治療の経験 日本血管外科学会雑誌 (0918-6778)23巻3号 Page743-747(2014.04)

2 丹下 善隆 消化器（内）診療グループ カプセル内視鏡で診断し得た高齢者の出血性Meckel憩室の1例  Progress of Digestive Endoscopy (1348-9844)85巻1号 Page100-
101,8(2014.12)3 小林 真理子 消化器（内）診療グループ シスプラチン(CDDP)+ペメトレキセド(PEM)療法が奏効した上皮型悪性腹膜中皮腫の1

例
 癌と化学療法 (0385-0684)41巻3号 Page361-364(2014.03)

4 鈴木 英雄 消化器（内）診療グループ 下痢型過敏性腸症候群患者におけるラモセトロン塩酸塩の服用状況と頓用の有用性 新薬と臨牀 (0559-8672)63巻2号 Page180-184(2014.02)

5 鈴木 英雄 消化器（内）診療グループ クローン病におけるインフリキシマブ投与時間短縮の安全性 新薬と臨牀 (0559-8672)63巻1号 Page126-128(2014.01)

6
溝上 裕士 消化器（内）診療グループ 【高齢化時代の薬剤起因性消化管傷害-NSAIDs/抗血栓薬への対策-】 高齢者にお

ける
消化器の臨床 (1344-3070)17巻6号 Page535-540(2014.12)

7 鈴木　英雄 消化器（内）診療グループ 研修では教えてくれない!ノンテクニカルスキル(第4回)　仕事の教え方 Gノート (2188-3033)1巻4号 Page584-588(2014.10)

8 齋藤　梨絵 消化器（内）診療グループ ライブイメージングによるアスピリン起因性小腸傷害発症機序解明 G.I.Research (0918-9408)22巻4号 Page400-401(2014.08)

9
森脇 俊和 消化器（内）診療グループ 【胆膵癌の化学療法の最前線】 進行胆道癌に対する初回化学療法の実態調査と

gemcitabine+cisplatin+S-1併用療法の試み
消化器内科 (1884-2895)58巻6号 Page777-783(2014.06)

10 齋藤　梨絵 消化器（内）診療グループ 漢方薬青黛による活性酸素消去を介したNSAID起因性の消化管障害予防効果 潰瘍 (0916-3301)41巻 Page61(2014.05)

11 丹下 善隆 消化器（内）診療グループ カプセル内視鏡で診断し得た高齢者の出血性Meckel憩室の1例 Progress of Digestive Endoscopy (1348-9844)85巻1号 Page100-
101,8(2014.12)12 鈴木英雄 消化器（内）診療グループ 研修では教えてくれない!ノンテクニカルスキル(第4回)　仕事の教え方 Gノート (2188-3033)1巻4号 Page584-588(2014.10)

13 佐野 直樹 消化器（外）診療グループ 茨城県における肝細胞癌疫学調査 肝臓 (0451-4203)55巻12号 Page767-770(2014.12)

14 古川 健一朗 消化器（外）診療グループ 横行結腸漿膜より発生したデスモイド腫瘍の1例 日本臨床外科学会雑誌 (1345-2843)75巻10号 Page2795-2800(2014.10)

15 下村　治 消化器（外）診療グループ 鈍的腹部外傷により胆嚢内出血をきたした1例 日本臨床外科学会雑誌 (1345-2843)73巻9号 Page2334-2338(2012.09)

16 釼持 明 消化器（外）診療グループ スペーサー挿入術により消化管が近接する腫瘍に陽子線治療を施行した6例 日本臨床外科学会雑誌 (1345-2843)75巻5号 Page1164-1168(2014.05)

17 稲垣 勇紀 消化器（外）診療グループ 術前化学療法を施行した異所性膵癌の1例 日本臨床外科学会雑誌 (1345-2843)75巻3号 Page805-811(2014.03)

18 近藤　匡 消化器（外）診療グループ Q&A　X線編　イレウス(腸閉塞) 看護技術 (0449-752X)61巻1号 Page91-92(2015.01)

19 近藤　匡 消化器（外）診療グループ Q&A　エコー編　胆石発作 看護技術 (0449-752X)61巻1号 Page89-90(2015.01)

20 寺島　秀夫 消化器（外）診療グループ 用語解説　Trophic feeding 外科と代謝・栄養 (0389-5564)49巻1号 Page53-57(2015.02)

21
寺島秀夫 消化器（外）診療グループ 【これだけは知っておきたい!　内科医のための栄養療法】実地臨床で遭遇する栄養管

理
内科 (0022-1961)115巻1号 Page35-44(2015.01)

22
寺島秀夫 消化器（外）診療グループ 【創傷の予防と治癒のための栄養療法】 創傷治癒における糖代謝のかかわり　

高血糖による諸問題
WOC Nursing 2巻7号 Page26-38(2014.07)

23 阿部　悠人 呼吸器（内）診療グループ 基礎疾患を有しない若年症例にみられた上葉肺膿瘍の3例. 新薬と臨牀 (0559-8672)63巻3号 Page356-362(2014.03)

24 加藤　幹朗 呼吸器（内）診療グループ クラミジア肺炎に対しガレノキサシン/ホルモテロール吸入療法が奏効した1例. 新薬と臨牀 (0559-8672)63巻3号 Page363-366(2014.03)

25 佐藤　浩昭 呼吸器（内）診療グループ 両側下腿浮腫に柴苓湯が有効であった肺腺がんの1例. 漢方と診療 (1884-5991)5巻3号 Page230(2014.11)

26 阿部　悠人 呼吸器（内）診療グループ Photo Report 下腿浮腫が受診契機のひとつとなり診断された肺腺がんの1例 内科 (0022-1961)115巻3号 Page462(2015.03)

27 寺本　信嗣 呼吸器（内）診療グループ 超高齢社会における誤嚥性肺炎の予防と治療-誤嚥性肺炎は夜作られる- 日本臨床内科医会会誌 (0914-9627)29巻4号 Page525-529(2014.12)

28 寺本　信嗣 呼吸器（内）診療グループ 【感染症診療update】　(II章)主要な臓器感染症　肺炎 誤嚥性肺炎 日本医師会雑誌 (0021-4493)143巻特別2 PageS140-S141(2014.10)

29 寺本　信嗣 呼吸器（内）診療グループ 【呼吸器感染症2015】 宿主側の要因と呼吸器感染症　医療・介護に関連した呼吸器
感染症

日本胸部臨床 (0385-3667)73巻増刊 PageS117-S122(2014.08)

30
寺本　信嗣 呼吸器（内）診療グループ 【これからの高齢者肺炎診療マネジメント】 高齢者肺炎の基本的知識　

現状から発症メカニズムまで
日本医事新報 (0385-9215)4710号 Page20-26(2014.08)

31 寺本　信嗣 呼吸器（内）診療グループ 【内科疾患　最新の治療　明日への指針】(第1章)呼吸器 嚥下性肺炎 内科 (0022-1961)113巻6号 Page1031-1032(2014.06)

32 寺本　信嗣 呼吸器（内）診療グループ 誤嚥性肺炎の診断法の開発と新治療戦略 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 (1881-7319)24巻1号 Page7-
12(2014.04)33 松山 政史 呼吸器（内）診療グループ 臨床的に問題となる非結核性抗酸菌症 動物実験モデルから考える肺MAC症の難治

化病態
結核 (0022-9776)89巻3号 Page269(2014.03)

34 松山 政史 呼吸器（内）診療グループ 肺MAC感染におけるT-betの役割 日本呼吸器学会誌 (2186-5876)3巻増刊 Page316(2014.03)

35 中井 滋 腎泌尿器（内）診療グループ わが国の慢性透析療法の現況(2012年12月31日現在)  日本透析医学会雑誌 (1340-3451)47巻1号 Page1-56(2014.01)

36 森山　憲明 腎泌尿器（内）診療グループ 【内科救急のファーストタッチ】 疾患編　腎臓疾患　慢性腎臓病(CKD)の急性増悪  診断と治療 (0370-999X)102巻Suppl. Page326-332(2014.03)

37 森戸　直記 腎泌尿器（内）診療グループ 【CKDと水電解質】 CKDの糸球体病変による水電解質異常 Fluid Management Renaissance (2186-3008)4巻1号 Page16-20(2014.01)

38 臼井　丈一 腎泌尿器（内）診療グループ 医学と医療の最前線　急速進行性糸球体腎炎  日本内科学会雑誌 (0021-5384)103巻10号 Page2587-2593(2014.10)

39 山縣　邦弘 腎泌尿器（内）診療グループ 【血液透析ガイドラインを考える】 血液透析導入についての期待される今後の研究  腎と透析 (0385-2156)76巻5号 Page682-685(2014.05)

40 斎藤　知栄 腎泌尿器（内）診療グループ 【血液透析ガイドラインを考える】 透析導入期における腎機能の評価と導入の準備 腎と透析 (0385-2156)76巻5号 Page665-669(2014.05)

41 森山　憲明 腎泌尿器（内）診療グループ 【降圧目標値をめぐって】 腎障害合併高血圧の降圧目標をめぐって 血圧 (1340-4598)21巻11号 Page944-948(2014.11)

42 臼井　丈一 腎泌尿器（内）診療グループ 【糸球体疾患:新たな概念と治療の進歩】 急速進行性腎炎症候群 腎と透析 (0385-2156)76巻1号 Page51-54(2014.01)

43
山縣　邦弘 腎泌尿器（内）診療グループ 【日常診療に必要な慢性腎臓病(CKD)の最新の知識と医療連携】 日本のCKD、

末期慢性腎不全患者数の実態
日本医師会雑誌 (0021-4493)143巻11号 Page2321-2325(2015.02)

44
永井　恵 腎泌尿器（内）診療グループ 腎デナベーション:新展開はあるか?】 慢性腎臓病を合併する高血圧への展開はある

か?　
 循環器内科 (1884-2909)76巻1号 Page47-52(2014.07)

45 甲斐　平康 腎泌尿器（内）診療グループ 慢性腎不全（人工透析）合併妊娠 腎と透析 (0385-2156)77巻5号 Page805-808(2014.11)



46 臼井　俊明 腎泌尿器（内）診療グループ 浮腫AtoZ(第4回)　腎性浮腫の特徴と対策  Fluid Management Renaissance (2186-3008)4巻4号 Page372-376(2014.10)

47 臼井　丈一 腎泌尿器（内）診療グループ 【一般内科医のための腎疾患A to Z】　腎臓自体の疾患 急速進行性糸球体腎炎
(RPGN)

内科 (0022-1961)114巻1号 Page77-79(2014.07)

48
臼井　丈一 腎泌尿器（内）診療グループ 【腎臓病のすべて】 腎臓病各論　診断とエビデンスに基づいた治療　日本のガイドラ

インと
医学のあゆみ (0039-2359)249巻9号 Page812-816(2014.05)

49
植田　敦志 腎泌尿器（内）診療グループ 【末期慢性腎不全患者の治療方針Update-透析導入から管理まで】 腹膜透析管理　

これからの理想の治療を求めて
医学のあゆみ (0039-2359)250巻13号 Page1185-1189(2014.09)

50
島居　徹 腎泌尿器（外）診療グループ 【前立腺がん治療の進歩】 前立腺がんのリスク別治療法　超高リスク症例に対する

治療
臨床腫瘍プラクティス (1880-3083)10巻4号 Page439-444(2014.11)

51 古川 祥子 内分泌代謝・糖尿病（内）診療グループ IL-6産生褐色細胞腫において術前の炎症コントロールにより二次性糖尿病を改善し
得た1例

糖尿病 (0021-437X)57巻12号 Page913-920(2014.12)

52
松坂 賢 内分泌代謝・糖尿病（内）診療グループ 【肝臓と糖尿病の相関】 【糖尿病・脂質代謝異常と肝癌】NASHの発症・進展における

脂肪酸伸長酵素Elovl6の役割
医学のあゆみ (0039-2359)251巻7号 Page567-571(2014.11)

53
岩崎 仁 内分泌代謝・糖尿病（内）診療グループ 【脂質異常症の診断と治療の動向-ACC/AHAガイドラインを考慮して-】 

脂質異常症の発症のメカニズム
カレントテラピー (0287-8445)32巻9号 Page840-844(2014.09)

54 柳下 瑞希 膠原病リウマチアレルギー（内）診療グループ DMARD、生物学的製剤と心血管障害リスク リウマチ科 (0915-227X)52巻2号 Page157-161(2014.08)

55 廣田 智哉 膠原病リウマチアレルギー内科診療グル―プ 関節リウマチ患者における手専用0.3TMRIを用いた生物学的製剤の治療評価 日本内科学会雑誌 (0021-5384)103巻Suppl. Page177(2014.02)

56 田中 勇希 膠原病リウマチアレルギー内科診療グル―プ HCgp-39は関節炎においてFoxp3+Tregに発現し抗原特異的Th1およびTh17を抑制す
る

日本臨床免疫学会会誌 (0911-4300)37巻4号 Page367(2014.08)

57 田原 昌浩 膠原病リウマチアレルギー内科診療グル―プ PD-1欠損T-bet発現CD4+T細胞による全身性炎症病態の解析 日本臨床免疫学会会誌 (0911-4300)37巻4号 Page366(2014.08)

58
近藤 裕也 膠原病リウマチアレルギー内科診療グル―プ T細胞の制御と自己免疫疾患 RORγt/Foxp3共発現CD4 T細胞による

自己免疫性関節炎制御機構
 日本臨床免疫学会会誌 (0911-4300)37巻4号 Page315(2014.08)

59 黒部 匡広 膠原病リウマチアレルギー内科診療グル―プ 腎盂癌との鑑別が困難であったIgG4関連疾患の1例　本邦文献例の検討 泌尿器外科 (0914-6180)27巻11号 Page1849-1854(2014.11)

60 柴尾 加奈 皮膚診療グループ 【悪性黒色腫】 妊娠中に発症し術後14年後に多発転移をきたした皮膚悪性黒色腫の
1例

皮膚科の臨床 (0018-1404)56巻1号 Page27-30(2014.01)

61 川島 英恵 皮膚診療グループ 臨床例　circumscribed palmar hypokeratosis 皮膚病診療 (0387-7531)36巻7号 Page645-648(2014.07)

62
沖山 奈緒子 皮膚診療グループ 【自己免疫性筋炎と自己抗体-新たな概念と臨床への応用-】 抗TIF1-γ抗体と

悪性腫瘍合併皮膚筋炎
炎症と免疫 (0918-8371)22巻6号 Page448-451(2014.10)

63 沖山 奈緒子 皮膚診療グループ 【実臨床で使用されるリウマチ性疾患の自己抗体up-to-date】 抗ARS抗体 リウマチ科 (0915-227X)52巻4号 Page368-372(2014.10)

64
齊藤 明允 皮膚診療グループ 当科で経験した悪性腫瘍を合併した成人アナフィラクトイド紫斑の6例と

非合併例13例との比較
西日本皮膚科 (0386-9784)76巻5号 Page487-492(2014.10)

65 古田 淳一 皮膚診療グループ 次世代の分子ターゲット(第5回)　IL-12/IL-23(p40) 分子リウマチ治療 (1882-9163)7巻4号 Page216-220(2014.10)

66
古田 淳一 皮膚診療グループ 【知らないままでいいですか?眼・耳鼻のど・皮膚・泌尿器疾患の診かた　救急・外来・

病棟でよく出会う症例にもう困らない!】 (第3章)皮膚疾患の診かた　発熱を伴う発疹へ
の対応

レジデントノート (1344-6746)16巻11号 Page2103-2108(2014.10)

67 藤澤 康弘 皮膚診療グループ 悪性黒色腫全国統計調査　2005～2013年度の集計結果 Skin Cancer (0915-3535)29巻2号 Page189-194(2014.11)

68
齊藤 明允 皮膚診療グループ 【細菌・抗酸菌感染症】 レボフロキサシンが有効であった皮膚

Mycobacterium marinum感染症の1例
皮膚科の臨床 (0018-1404)56巻12号 Page1982-1985(2014.11)

69
藤本 学 皮膚診療グループ イラストで見る　自己免疫疾患の発症機序を解き明かす鍵とは?(第5回)

調節性B細胞と疾患
Mebio (0910-0474)32巻1号 Page71-76(2015.01)

70 藤本 学 皮膚診療グループ 【潰瘍の病態と治療】 膠原病・血管炎に伴う皮膚潰瘍の治療アルゴリズム Derma. (1343-0831)226号 Page71-77(2015.01)

71 田川 学 小児（内）診療グループ 初発時に門脈血栓を認めた急性劇症型潰瘍性大腸炎の14歳女児例 日本小児栄養消化器肝臓学会雑誌 (1346-9037)28巻2号 Page84-89(2014.12)

72 西村　一記 小児（内）診療グループ 進行胃癌に対して化学療法を施行された母体から出生した超低出生体重児の1例  日本周産期・新生児医学会雑誌 (1348-964X)50巻4号 Page1322-
1326(2015.01)73 西村　一記 小児（内）診療グループ 進行胃癌に対して化学療法を施行された母体から出生した超低出生体重児の1例 日本周産期・新生児医学会雑誌 (1348-964X)50巻4号 Page1322-
1326(2015.01)74 上杉　達 小児（外）診療グループ 小児Xp11.2転座型腎細胞癌の1例 日本小児泌尿器科学会雑誌 (1341-0784)23巻1号 Page22-25(2014.06)

75 瓜田　泰久 小児（外）診療グループ 小児外科腹部手術後の経腸栄養管理 ヒューマンニュートリション 6巻2号 Page80-83(2014.03)

76 増本　幸二 小児（外）診療グループ 【栄養管理における微量元素】 静脈栄養における微量元素製剤 栄養-評価と治療 (0915-759X)31巻3号 Page214-217(2014.08)

77 田中 秀明 小児（外）診療グループ 【プロが見せる手術シリーズ(5):難易度の高い泌尿生殖器手術】 乳幼児の腎移植 小児外科 (0385-6313)46巻5号 Page541-545(2014.05)

78 新開　統子 小児（外）診療グループ 【エビデンスに基づく手術の適応とタイミング】 肥厚性幽門狭窄症 小児外科 (0385-6313)46巻8号 Page813-817(2014.08)

79
五藤　周 小児（外）診療グループ 【エンジョイ!症例報告:まれな病態・疾患(I)】 Covered bladder exstrophy、高位鎖肛、

同側腎無形成を合併した片側性鼠径部異所性陰嚢
小児外科 (0385-6313)46巻12号 Page1264-1267(2014.12)

80 木野 弘善 脳神経（外）診療グループ グリア系腫瘍の免疫染色定量評価 Brain Tumor Pathology (1433-7398)31巻Suppl. Page081(2014.05)

81 坂本 規彰 脳神経（外）診療グループ 悪性gliomaの再発時病理組織の検討 Brain Tumor Pathology (1433-7398)31巻Suppl. Page126(2014.05)

82 鈴木 健嗣 脳神経（外）診療グループ 嚥下機能評価のための頸部装着型持続的嚥下モニターの開発 嚥下医学 (2186-3199)3巻1号 Page142(2014.02)

83 寺元 洋平 脳神経（外）診療グループ 嚥下造影検査と高解像度マノメトリーとの同時記録による嚥下音の検討 嚥下医学 (2186-3199)3巻2号 Page320(2014.09)

84 寺元 洋平 脳神経（外）診療グループ 進行性球麻痺における嚥下圧および嚥下音の検討 嚥下医学 (2186-3199)3巻1号 Page143-144(2014.02)

85 渡邊　真哉 脳神経（外）診療グループ カベルゴリンによるプロラクチノーマの長期治療成績と再発例の検討 日本内分泌学会雑誌 (0029-0661)90巻Suppl.HPT Page22-24(2014.09)

86 柴田　靖 脳神経（外）診療グループ Remote desktopによる無料の遠隔画像診断 脳神経外科速報 (0917-1495)24巻2号 Page198-201(2014.02)



87
柴田　靖 脳神経（外）診療グループ 専門医に求められる最新の知識　脳腫瘍　臨床医が脳腫瘍SPECTを理解するために

必要な放射線物理、撮像技術　脳腫瘍SPECT(1)
脳神経外科速報 (0917-1495)24巻7号 Page764-768(2014.07)

88
柴田　靖 脳神経（外）診療グループ 専門医に求められる最新の知識　脳腫瘍　脳腫瘍SPECTに利用される核種

脳腫瘍SPECT(2)
脳神経外科速報 (0917-1495)24巻9号 Page1002-1007(2014.09)

89 柴田　靖 脳神経（外）診療グループ 専門医に求められる最新の知識　脳腫瘍　Tl SPECTの臨床的有用性　脳腫瘍
SPECT(3)

 脳神経外科速報 (0917-1495)24巻11号 Page1228-1234(2014.11)

90 小松　洋治 脳神経（外）診療グループ 80歳以上におけるくも膜下出血の治療転帰と直達手術適応 脳卒中の外科 (0914-5508)42巻4号 Page247-252(2014.07)

91 神山 翔 整形外科診療グループ 上肢末梢神経に発生した神経鞘腫に対する腫瘍核出術の治療成績 日本手外科学会雑誌 (2185-4092)31巻2号 Page114-117(2014.11)

92 原 友紀 整形外科診療グループ 強直肘に対する人工肘関節置換術で後骨間神経麻痺をきたした1例 日本肘関節学会雑誌 (1349-7324)21巻2号 Page260-261(2014.12)

93 中谷 卓史 整形外科診療グループ DVT　THAにおける術前CT大腿部筋面積とD-ダイマー値の検討 日本人工関節学会誌 (1345-7608)44巻 Page833-834(2014.12)

94
柴尾 洋介 整形外科診療グループ THAアプローチ　Parks Weber Syndromeに合併した変形性股関節症に対する

THAと手術戦略
日本人工関節学会誌 (1345-7608)44巻 Page153-154(2014.12)

95 和田 大志 整形外科診療グループ 前外側アプローチTHA術前後の筋組織CT画像評価 Hip Joint (0389-3634)40巻 Page509-513(2014.08)

96 中谷 卓史 整形外科診療グループ 入院時D-ダイマー値は大腿骨近位部骨折患者の周術期DVT発症を予測できるか? Hip Joint (0389-3634)40巻 Page469-472(2014.08)

97 竹橋 広倫 整形外科診療グループ 大腿骨近位部骨折術後6ヵ月以内死亡例とその危険因子 Hip Joint (0389-3634)40巻 Page405-408(2014.08)

98
野澤 大輔 整形外科診療グループ 【整形外科の手術手技-私はこうしている】 その他　長管骨偽関節に対する

Ilizarov創外固定器を用いた圧迫骨接合術
別冊整形外科 (0287-1645)66号 Page15-19(2014.10)

99
鎌田 浩史 整形外科診療グループ 地域における小児スポーツ障害の予防の取り組み 『健康手帳』を用いた

検診による小児運動器障害の予防
日本臨床スポーツ医学会誌 (1346-4159)22巻3号 Page402-406(2014.08)

100
安部 哲哉 整形外科診療グループ 高齢者の骨粗鬆症性胸腰椎移行部破裂骨折に対する腸骨による

椎体形成術と後方固定術の成績
Journal of Spine Research (1884-7137)5巻7号 Page1118-1123(2014.07)

101
塚西 敏則 整形外科診療グループ インドシアニングリーン蛍光ナビゲーション(ICG蛍光法)の脊髄腫瘍への

応用と術中高位診断における有用性についての検討
Journal of Spine Research (1884-7137)5巻7号 Page1077-1082(2014.07)

102 神山 翔 整形外科診療グループ 末梢神経に発生した神経鞘腫に対する腫瘍核出術の治療成績 東日本整形災害外科学会雑誌 (1342-7784)26巻2号 Page165-168(2014.06)

103
熊谷 洋 整形外科診療グループ 【人工関節置換術-最新の知見】 特殊な疾患、高度の変形を伴う例に対する人工関

節　腫瘍　大腿骨近位部転移性骨腫瘍に対する腫瘍用人工骨頭置換術の手術手技
別冊整形外科 (0287-1645)65号 Page202-206(2014.04)

104
和田 大志 整形外科診療グループ 人工関節置換術-最新の知見】 関節の評価法と診断　使用機種の選択　

人工関節設置大腿骨の表面応力イメージング
別冊整形外科 (0287-1645)65号 Page51-54(2014.04)

105
西野 衆文 整形外科診療グループ 【人工関節置換術-最新の知見】 関節の評価法と診断　使用機種の選択　セメントレ

ステーパードラウンドステムの長期成績　テーパードステムはその設計目的を達成で
別冊整形外科 (0287-1645)65号 Page40-43(2014.04)

106
山崎 正志 整形外科診療グループ 運動器再生医療研究の最先端 急性脊髄損傷に対する顆粒球コロニー刺激因子(G-

CSF)を用いた神経保護療法　医師主導型自主臨床試験
日本整形外科学会雑誌 (0021-5325)88巻4号 Page224-229(2014.04)

107
有安 諒平 整形外科診療グループ 変形性関節症患者に対するロボットスーツHALを用いた訓練効果の検討 国立大学リハビリテーション療法士学術大会誌 (2188-3416)35回 Page15-

17(2014.04)

108
河村 春生 整形外科診療グループ 我が国で20年以上前より使用されてきた人工関節手術の成績と分析

Harris-Galante人工股関節の長期成績
日本人工関節学会誌 (1345-7608)44巻 Page33-34(2014.12)

109 長谷川 隆司 整形外科診療グループ 3つのアプローチによるTHA術後1週間後CT画像での筋組織評価 Hip Joint (0389-3634)40巻 Page497-500(2014.08)

110
尹 之恩 整形外科診療グループ 全身振動(whole-body vibration)トレーニングが変形性膝関節症および

膝痛を有する中年・高齢女性の膝機能および身体機能に及ぼす影響
体力科学 (0039-906X)63巻4号 Page371-382(2014.08)

111 西野 衆文 整形外科診療グループ バレーボール選手の下肢疲労性障害　メディカルチェックにおける下肢圧痛点調査  日本整形外科スポーツ医学会雑誌 (1340-8577)34巻1号 Page90-93(2014.03)

112 都丸 洋平 整形外科診療グループ アルコール性大腿骨頭壊死症に対する濃縮自家骨髄血移植術の術後成績 日本整形外科学会雑誌 (0021-5325)88巻2号 PageS239(2014.03)

113 赤荻 博 整形外科診療グループ ステロイド性大腿骨頭壊死に対する濃縮自家骨髄血移植術の治療成績 日本整形外科学会雑誌 (0021-5325)88巻2号 PageS239(2014.03)

114
船越 香苗 整形外科診療グループ 特発性大腿骨頭壊死症に対する濃縮自家骨髄血移植術後リハビリテーションの一例 国立大学リハビリテーション療法士学術大会誌 (2188-3416)35回 Page58-

61(2014.04)

115 中谷 卓史 整形外科診療グループ 大腿骨頸部骨折後の外傷性大腿骨頭壊死症に対する濃縮自家骨髄血移植術の治
療成績

骨折 (0287-2285)36巻Suppl. PageS266(2014.06)

116 青戸 克哉 整形外科診療グループ 【整形外科領域におけるplatelet-rich plasma療法】 Platelet-rich plasma療法の基礎 整形・災害外科 (0387-4095)57巻8号 Page965-970(2014.07)

117
吉岡 友和 整形外科診療グループ 【整形外科領域におけるplatelet-rich plasma療法】 変形性膝関節症に対する

多血小板血漿関節内注射治療
整形・災害外科 (0387-4095)57巻8号 Page1001-1009(2014.07)

118 金森 章浩 整形外科診療グループ 後外側支持機構損傷にたいするModified Larson法の治療経験 JOSKAS (1884-8842)39巻4号 Page145(2014.07)

119 谷口 悠 整形外科診療グループ 膝前十字靱帯再建術後再断裂に対する前十字靱帯再再建術の短期成績 JOSKAS (1884-8842)39巻4号 Page409(2014.07)

120
吉岡 友和 整形外科診療グループ 【スポーツにおける筋・腱付着部損傷の診療】 筋・腱付着部損傷の治療

PRP局所注入
Orthopaedics (0914-8124)27巻9号 Page41-48(2014.08)

121 金森 章浩 整形外科診療グループ スポーツ障害に対する多血小板血漿(PRP)治療 日本整形外科スポーツ医学会雑誌 (1340-8577)34巻4号 Page499(2014.08)

122 菅谷 久 整形外科診療グループ 家兎骨壊死モデルへ移植した自家骨髄間葉系幹細胞の長期追跡 日本整形外科学会雑誌 (0021-5325)88巻8号 PageS1466(2014.08)

123
久保田 茂希 整形外科診療グループ 家兎陳旧性末梢神経損傷に対する多血小板血漿(PRP)による末梢神経再生促進効

果に関する研究
日本整形外科学会雑誌 (0021-5325)88巻8号 PageS1649(2014.08)

124 牧原 武史 整形外科診療グループ 上腕骨頭壊死症に対する濃縮自家骨髄血移植の治療効果 日本整形外科学会雑誌 (0021-5325)88巻8号 PageS1450(2014.08)



125
金森 章浩 整形外科診療グループ 【スポーツ障害-最新の知識と治療法-】 (Part5)スポーツ障害に対する最新の治療の

試み　多血小板血漿　PRP療法
Bone Joint Nerve (2186-1110)4巻4号 Page699-706(2014.10)

126
吉岡 友和 整形外科診療グループ 【整形外科の手術手技-私はこうしている】 下肢　股関節　大腿骨頭壊死症に

対する濃縮自家骨髄血移植術の実際
別冊整形外科 (0287-1645)66号 Page92-97(2014.10)

127 金森 章浩 整形外科診療グループ 腱付着部障害の診断と治療 腱付着部炎に対する多血小板血漿(PRP)治療 日本関節病学会誌 (1883-2873)33巻3号 Page365(2014.10)

128
辰村　正紀 整形外科診療グループ 【運動機能診断の基礎】 機能診断と運動療法とのつながり　

水泳の運動機能診断とリハビリテーション
関節外科 (0286-5394)33巻10号 Page1086-1088(2014.10)

129 辰村　正紀 整形外科診療グループ 学校プールでの安全な飛び込み方法の解明　最大頭部到達深度に関与する因子 日本整形外科スポーツ医学会雑誌 (1340-8577)34巻3号 Page248-
253(2014.07)

130
西浦　康正 整形外科診療グループ 【複合性局所疼痛症候群(CRPS)診療の現況と進歩】 CRPSの診断基準と早期診断・

早期治療
末梢神経 (0917-6772)25巻1号 Page19-26(2014.06)

131
濱田 洋実 婦人・周産期診療グループ 【読み方がわかる!説明できる!産科の臨床検査ディクショナリー　これさえあれば妊婦

健診で困らない!　エコーもCTGも】　(第1章)妊娠中の基本検査を理解しよう! 血液検
査　HTLV-1抗体

ペリネイタルケア (0910-8718)2014新春増刊 Page041-043(2014.01)

132
小畠 真奈 婦人・周産期診療グループ 【読み方がわかる!説明できる!産科の臨床検査ディクショナリー　これさえあれば妊婦

健診で困らない!　エコーもCTGも】　(第1章)妊娠中の基本検査を理解しよう! 細菌関
ペリネイタルケア (0910-8718)2014新春増刊 Page064-067(2014.01)

133
大原 玲奈 婦人・周産期診療グループ 【読み方がわかる!説明できる!産科の臨床検査ディクショナリー　これさえあれば妊婦

健診で困らない!　エコーもCTGも】　(第1章)妊娠中の基本検査を理解しよう! 細菌関
連検査　クラミジア

ペリネイタルケア (0910-8718)2014新春増刊 Page068-071(2014.01)

134
濱田 洋実 婦人・周産期診療グループ 妊産婦等における適正使用情報の収集・活用の現状と問題点　SEA分類と「使用上

の注意」への記載について
医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス (1884-6076)45巻3号 Page188-
193(2014.03)

135 佐藤 豊実 婦人・周産期診療グループ 婦人科腫瘍・類腫瘍手術の進歩/進行・再発卵巣がんの手術　再発卵巣癌の手術 産婦人科手術 (0915-8375)25号 Page17-22(2014.05)

136 佐藤 豊実 婦人・周産期診療グループ 【卵巣がん治療の個別化を目指す新たな局面】 妊孕性温存治療はどこまで可能か? 産婦人科の実際 (0558-4728)63巻7号 Page907-911(2014.07)

137 吉川 裕之 婦人・周産期診療グループ 未来の医療を創る臨床試験　計画・実行の勧め 日本産科婦人科学会雑誌 (0300-9165)66巻8号 Page1948-1957(2014.08)

138 濱田 洋実 婦人・周産期診療グループ 【診療ガイドライン産科編2014　改訂と追加のポイントを読み解く】 妊娠中の医薬品使
用

臨床婦人科産科 (0386-9865)68巻8号 Page746-749(2014.08)

139 佐藤 豊実 婦人・周産期診療グループ 婦人科悪性腫瘍と血栓塞栓症 日本産科婦人科学会雑誌 (0300-9165)66巻8号 Page2024-2028(2014.08)

140 松本 光司 婦人・周産期診療グループ 当院における先進医療「腹腔鏡下子宮体がん根治手術」の現状 日本外科系連合学会誌 (0385-7883)39巻4号 Page651-656(2014.08)

141 中村 優子 婦人・周産期診療グループ 予防的腹腔鏡下性腺摘除術にて性腺芽腫が発見された46,XY純型性腺異形成の1例 日本外科系連合学会誌 (0385-7883)39巻4号 Page771-774(2014.08)

142
濱田 洋実 婦人・周産期診療グループ 【妊娠と薬物治療ガイドブック】 妊娠と妊婦にまつわるトピックス　

産婦人科診療ガイドライン　産科編2014
調剤と情報 (1341-5212)20巻11号 Page1406-1408(2014.09)

143
濱田 洋実 婦人・周産期診療グループ 【妊娠と薬物治療ガイドブック】 リスクの伝え方とコミュニケーション　

医師はどのようにリスクを伝えているか
調剤と情報 (1341-5212)20巻11号 Page1346-1349(2014.09)

144 佐藤 豊実 婦人・周産期診療グループ 【がん・生殖医療の現状と展望】 卵巣癌の治療と妊孕性温存 産科と婦人科 (0386-9792)81巻10号 Page1237-1242(2014.10)

145 岡崎 有香 婦人・周産期診療グループ エベロリムス内服中のインスリノーマ合併子宮体癌に腹腔鏡手術を行った1例 日本外科系連合学会誌 (0385-7883)39巻5号 Page989-995(2014.10)

146 西田 恵子 婦人・周産期診療グループ 4回の再発腫瘍摘出術を経て10年以上の長期生存を得ている卵巣癌IIIc期の1例 日本外科系連合学会誌 (0385-7883)39巻5号 Page1007-1011(2014.10)

147
吉川 裕之 婦人・周産期診療グループ 【内科医に求められる他科の知識　専門家が伝えるDo-Don't】(第5章)産婦人科 

産婦人科領域　この10年の進歩
内科 (0022-1961)114巻6号 Page1132-1133(2014.12)

148
濱田 洋実 婦人・周産期診療グループ 【内科医に求められる他科の知識　専門家が伝えるDo-Don't】(第5章)産婦人科

妊娠女性およびその可能性がある女性への薬剤投与
 内科 (0022-1961)114巻6号 Page1152-1153(2014.12)

149 佐川 里恵子 耳鼻咽喉科診療グループ 吐血を契機に発見された異所性甲状腺例 耳鼻咽喉科臨床 (0032-6313)107巻3号 Page241-245(2014.03)

150 和田 哲郎 耳鼻咽喉科診療グループ 【よくわかる遺伝子】 単一遺伝子異常と疾患　神経線維腫症 JOHNS (0910-6820)30巻6号 Page753-757(2014.06)

151 田中 晴香 耳鼻咽喉科診療グループ 内頸静脈血栓症を契機に診断された抗リン脂質抗体症候群例 耳鼻咽喉科臨床 (0032-6313)107巻6号 Page489-492(2014.06)

152 田中 秀峰 耳鼻咽喉科診療グループ 【鼻の疑問に答える】 鼻の形についての疑問　鼻中隔彎曲は矯正しなければいけな
いのか?

JOHNS (0910-6820)30巻7号 Page823-825(2014.07)

153 和田 哲郎 耳鼻咽喉科診療グループ 【聴覚に関する検査の読み方-ここがポイント-】 補充現象検査、自記オージオメトリ ENTONI (1346-2067)169号 Page15-20(2014.07)

154 和田 哲郎 耳鼻咽喉科診療グループ 筑波大学における聴覚障害医学生への教育と情報保障(第2報)　卒業から臨床研修
へ

Audiology Japan (0303-8106)57巻4号 Page230-235(2014.08)

155 和田 哲郎 耳鼻咽喉科診療グループ 騒音性難聴 耳鼻咽喉科臨床 (0032-6313)107巻8号 Page660-661(2014.08)

156
田原 敬 耳鼻咽喉科診療グループ 【医療従事者をめざす障害学生への支援-現状と課題-】 医療従事者をめざす障害学

生への支援の現状と課題　筑波大学における聴覚障害学生への支援事例をもとに
リハビリテーション研究 44巻2号 Page9-14(2014.09)

157 平井康仁 保健衛生外来診療グループ 筑波研究学園都市の労働者を対象とした主観的健康観の実態調査  厚生の指標 (0452-6104)61巻2号 Page22-28(2014.02)

158
柴尾 洋介 救急・集中治療診療グループ 上肢壊死性筋膜炎に対して筋膜debridementを行い患肢温存し救命しえた2例 整形・災害外科 (0387-4095)57巻1号 Page91-95(2014.01)

159 藤江 敬子 救急・集中治療診療グループ ウツタイン様式データにおけるエラー発生の検討 日本臨床救急医学会雑誌 (1345-0581)17巻1号 Page49-55(2014.02)

160
鶴嶋 英夫 救急・集中治療診療グループ 【最新臨床脳卒中学[上]-最新の診断と治療-】 治療戦略を目指した研究　基礎研究　

FGF-2徐放性drug delivery systemによる虚血脳組織に対する保護および血管新生
治療

日本臨床 (0047-1852)72巻増刊5 最新臨床脳卒中学(上) Page403-
406(2014.07)



161
下條 信威 救急・集中治療診療グループ 【最新臨床脳卒中学[上]-最新の診断と治療-】 危険因子　高血圧症　関連分子　エン

ドセリン
日本臨床 (0047-1852)72巻増刊5 最新臨床脳卒中学(上) Page203-
207(2014.07)

162
新井 規仁 救急・集中治療診療グループ 股関節離断術、後腹膜腔ドレナージにより救命しえたクロストリジウム性ガス壊疽の1

例
整形・災害外科 (0387-4095)57巻9号 Page1179-1182(2014.08)

163
萩谷 圭一 救急・集中治療診療グループ 【人工呼吸管理-その常識は正しいか?-】 人工呼吸の方法　重症呼吸不全に対する

腹臥位療法の効果(Q&A/特集)
救急・集中治療 (1346-0935)26巻9-10 Page1270-1274(2014.10)

164 虎口 大介 放射線腫瘍科診療グループ 陽子線治療における体内金属の検討 日本放射線技術学会雑誌 (0369-4305)70巻9号 Page1017(2014.09)

165 福光 延吉 放射線腫瘍科診療グループ 【肝がん:診断と治療の進歩】 治療法の進歩　肝がんの放射線治療 日本内科学会雑誌 (0021-5384)103巻1号 Page116-122(2014.01)

166 石川 仁 放射線腫瘍科診療グループ 荷電粒子線治療　陽子線と重粒子線  腫瘍内科 (1881-6568)13巻1号 Page101-109(2014.01)

167
磯辺　智範 放射線腫瘍科診療グループ 平成24年度学術調査研究班報告　放射線治療場で発生する二次中性子の簡易的評

価システムの構築
日本放射線技術学会雑誌 (0369-4305)70巻2号 Page163-164(2014.02)

168 櫻井　英幸 放射線腫瘍科診療グループ 陽子線・粒子線治療の進歩と将来 日本産科婦人科学会雑誌 (0300-9165)66巻2号 Page386(2014.02)

169 榮　武二 放射線腫瘍科診療グループ つながる人材育成とスペシャリスト養成 役立つ人材の育成を目指して 日本放射線技術学会総会学術大会予稿集 (1884-7846)70回 Page80(2014.02)

170 志田 隆史 放射線腫瘍科診療グループ 肥満と糖尿病が肝脂肪化と線維化に及す影響と病態関連因子の解析 超音波医学 (1346-1176)41巻Suppl. PageS598(2014.04)

171
志田 隆史 放射線腫瘍科診療グループ 非アルコール性脂肪性肝疾患における中高度肥満と糖尿病が肝病態に及す影響と

病態関連因子の解析
肝臓 (0451-4203)55巻Suppl.1 PageA450(2014.04)

172
粟飯原 輝人 放射線腫瘍科診療グループ 頭頸部進行がん新鮮例に対する新規粒子線治療の可能性　硼素中性子捕捉療法に

対する筑波大学の取り組みと今後の展望
茨城県立病院医学雑誌 (0912-9952)30巻2号 Page28(2014.05)

173 中井 啓 放射線腫瘍科診療グループ 脳神経外科リハビリテーションにおけるロボティクス技術の応用 Neurological Surgery (0301-2603)42巻7号 Page605-613(2014.07)

174 加沼 玲子 放射線腫瘍科診療グループ 直腸癌治療後口腔内転移に対し放射線治療を施行した男性の一症例 頭頸部癌 (1349-5747)40巻2号 Page159(2014.05)

175 田中 圭一 放射線腫瘍科診療グループ 筑波大学におけるBNCT臨床研究再開計画について 頭頸部癌 (1349-5747)40巻2号 Page225(2014.05)

176 粟飯原 輝人 放射線腫瘍科診療グループ 当院における進行中・下咽頭癌における術前化学放射線療法に対する病理学的効
果の検討

頭頸部癌 (1349-5747)40巻2号 Page226(2014.05)

177
松村 明 放射線腫瘍科診療グループ 【神経症候群(第2版)-その他の神経疾患を含めて-】 腫瘍性疾患　神経上皮性腫瘍　

松果体部腫瘍　松果体細胞腫
日本臨床 (0047-1852)別冊神経症候群III Page157-160(2014.06)

178
石川 栄一 放射線腫瘍科診療グループ BCNUウェーハ脳内留置悪性神経膠腫症例における術前画像診断と術中迅速病理

診断の陽性的中率との関連
Brain Tumor Pathology (1433-7398)31巻Suppl. Page072(2014.05)

179 木野 弘善 放射線腫瘍科診療グループ グリア系腫瘍の免疫染色定量評価 Brain Tumor Pathology (1433-7398)31巻Suppl. Page081(2014.05)

180 杉井 成志 放射線腫瘍科診療グループ 中枢性神経細胞腫の画像と血管新生 Brain Tumor Pathology (1433-7398)31巻Suppl. Page100(2014.05)

181 坂本 規彰 放射線腫瘍科診療グループ 悪性gliomaの再発時病理組織の検討 Brain Tumor Pathology (1433-7398)31巻Suppl. Page126(2014.05)

182 杉井 成志 放射線腫瘍科診療グループ 放射線治療の44年後に出現・急速な増大を示した血管肉腫の1例 Brain Tumor Pathology (1433-7398)31巻Suppl. Page148(2014.05)

183 櫻井 英幸 放射線腫瘍科診療グループ 婦人科がん放射線治療の最新知見 陽子線治療の概要と婦人科腫瘍への応用 日本婦人科腫瘍学会雑誌 (1347-8559)32巻3号 Page399(2014.06)

184
室伏 景子 放射線腫瘍科診療グループ 【Women's Imaging 2014<Vol.9>Breast Imaging　モダリティの進歩から見る乳がん画像

診断のこれから】 乳がん診療のトピックス　放射線治療の最新動向
INNERVISION (0913-8919)29巻8号 Page61-64(2014.07)

185 花井 翔 放射線腫瘍科診療グループ 術中MRIを用いた再発anaplastic ependymomaの一手術例 小児の脳神経 (0387-8023)39巻1号 Page100(2014.04)

186
丸山 剛 放射線腫瘍科診療グループ 車いす一体型ベッドによる離床支援の試み The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine (1881-3526)51巻Suppl. 

PageS449(2014.05)

187
粟飯原 輝人 放射線腫瘍科診療グループ BNCTによる頭頸部癌治療と頸動脈破裂症候群　BNCTを安全に行うために 耳鼻咽喉科臨床 補冊 (0912-1870)補冊139 Page143(2014.06)

188 石川 仁 放射線腫瘍科診療グループ 限局性前立腺がんのテーラーメイド治療戦略を考える 外照射療法　粒子線治療 泌尿器外科 (0914-6180)27巻8号 Page1381-1384(2014.08)

189 櫻井英幸 放射線腫瘍科診療グループ レクチャーシリーズ　腫瘍　陽子線・粒子線治療の進歩と将来 日本産科婦人科学会雑誌 (0300-9165)66巻9号 Page2062-2065(2014.09)

190
櫻井 英幸 放射線腫瘍科診療グループ 【外科切除適応の境界領域-Borderline resectable cancerへの対応】　診断/術前療

法 難治性腫瘍における術前(化学)放射線治療の意義　外科をサポートするための周
術期放射線治療を目指して

臨床外科 (0386-9857)69巻12号 Page1310-1314(2014.11)

191 山梨 宏一 放射線腫瘍科診療グループ BNCT治療計画システムの線量計算に使用するヒストリ数の検証 日本放射線技術学会雑誌 (0369-4305)70巻9号 Page969(2014.09)

192 石田 真也 放射線腫瘍科診療グループ 筑波大学における陽子線治療用CT値-水等価厚変換テーブルの作成 日本放射線技術学会雑誌 (0369-4305)70巻9号 Page974-975(2014.09)

193 高田 健太 放射線腫瘍科診療グループ 班報告　温熱療法における効率的な加温技術の構築 日本放射線技術学会雑誌 (0369-4305)70巻9号 Page1019(2014.09)

194 石川 仁 放射線腫瘍科診療グループ 食道がん治療戦略のUp to Date 食道癌の化学放射線療法と陽子線治療の役割 日本癌治療学会誌 (0021-4671)49巻3号 Page770(2014.06)

195 粟飯原 輝人 放射線腫瘍科診療グループ 頭頸部がんに対するホウ素中性子捕捉療法の現状 日本癌治療学会誌 (0021-4671)49巻3号 Page2707(2014.06)

196 沼尻 晴子 放射線腫瘍科診療グループ 【肝がん患者の治療とケア】 肝がんの治療法を知る　肝細胞がんの陽子線治療 がん看護 (1342-0569)19巻6号 Page568-570(2014.09)

197 高 振宇 放射線腫瘍科診療グループ ホウ素中性子捕捉療法に対する高性能ボロン含有ナノ粒子の開発と評価 日本DDS学会学術集会プログラム予稿集 30回 Page146(2014.07)

198 渡邉 真哉 放射線腫瘍科診療グループ カベルゴリンによるプロラクチノーマの長期治療成績と再発例の検討 日本内分泌学会雑誌 (0029-0661)90巻Suppl.HPT Page22-24(2014.09)

199 福田 邦明 放射線腫瘍科診療グループ 肝がんの診断と治療の進歩 肝がん高齢化時代における陽子線治療の役割  肝臓 (0451-4203)55巻Suppl.3 PageA722(2014.10)



200 長谷川 直之 放射線腫瘍科診療グループ 門脈腫瘍栓を伴った高度進行肝細胞癌に対する陽子線照射・ソラフェニブ併用の治
療経験

日本消化器病学会雑誌 (0446-6586)111巻臨増大会 PageA940(2014.09)

201
福田 邦明 放射線腫瘍科診療グループ 進行肝癌の集学的治療　予後とQOLの観点から 高度進行肝細胞癌の集学的治療に

おける陽子線治療の役割
肝臓 (0451-4203)55巻Suppl.2 PageA542(2014.09)

202 穂坂 翔 放射線腫瘍科診療グループ 移動性精巣に対して緊急精巣固定術を施行し、腹部照射による性腺被曝を回避した
一例

日本小児血液・がん学会雑誌 (2187-011X)51巻4号 Page339(2014.10)

203
丸島 愛樹 放射線腫瘍科診療グループ 頭蓋内圧亢進を伴う救急疾患に対する非侵襲的頭蓋内圧モニター(HeadSense)の初

期使用経験
日本救急医学会雑誌 (0915-924X)25巻8号 Page472(2014.08)

204 石川 仁 放射線腫瘍科診療グループ 肺がんに対する高精度放射線治療の標準化に向けて 粒子線治療 肺癌 (0386-9628)54巻5号 Page281(2014.10)

205 大西 かよ子 放射線腫瘍科診療グループ 体幹部定位照射における肺線量の陽子線とX線の比較 肺癌 (0386-9628)54巻5号 Page548(2014.10)

206
丸島 愛樹 放射線腫瘍科診療グループ 近赤外線分光法の新たな解析法"NIRO-Pulse"によるCEA、CAS周術期のリアルタイ

ム脳循環代謝評価
脳循環代謝 (0915-9401)26巻1号 Page164(2014.11)

207 伊藤 嘉朗 放射線腫瘍科診療グループ ステント併用コイル塞栓術後のmajor recanalizationの臨床的特徴 JNET: Journal of Neuroendovascular Therapy (1882-4072)8巻6号 
Page223(2014.12)208 渡部 大輔 放射線腫瘍科診療グループ 硬膜動静脈瘻発生と髄膜腫の関連性についての検討 JNET: Journal of Neuroendovascular Therapy (1882-4072)8巻6号 
Page239(2014.12)209 田村 剛一郎 放射線腫瘍科診療グループ 小児頭頸部血管形成異常に対する術前経動脈的塞栓術が有効であった3症例 JNET: Journal of Neuroendovascular Therapy (1882-4072)8巻6号 
Page343(2014.12)210 石川 仁 放射線腫瘍科診療グループ 食道癌に対する同時化学療法併用陽子線治療成績 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 68回 Page58(2014.07)

211 牧島 弘和 放射線腫瘍科診療グループ 食道癌に対する化学放射線療法の有害事象　X線と陽子線の比較 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 68回 Page59(2014.07)

212 岡本　嘉一 放射線腫瘍科診療グループ 【ROUTINE CLINICAL MRI 2015 BOOK】 骨格筋のMRI 映像情報Medical (1346-1354)46巻14号 Page71-78(2014.12)

213 熊田　博明 放射線腫瘍科診療グループ 【ホウ素中性子捕捉療法:BNCT】 BNCTの線量評価/治療計画 Radioisotopes (0033-8303)64巻1号 Page39-48(2015.01)

214 山本　哲哉 放射線腫瘍科診療グループ 【ホウ素中性子捕捉療法:BNCT】 悪性神経膠腫の集学的治療とBNCT Radioisotopes (0033-8303)64巻1号 Page91-93(2015.01)

215 奥村 敏之 放射線腫瘍科診療グループ 【最新肝癌学-基礎と臨床の最新研究動向-】 肝癌の治療　放射線治療　肝癌の陽子
線治療

日本臨床 (0047-1852)73巻増刊1 最新肝癌学 Page720-724(2015.01)

216 粟飯原 輝人 放射線腫瘍科診療グループ 当院における進行中・下咽頭癌における術前化学放射線療法に対する病理学的効
果の検討

頭頸部癌 (1349-5747)40巻2号 Page226(2014.05)

217 櫻井英幸 放射線腫瘍科診療グループ レクチャーシリーズ　腫瘍　陽子線・粒子線治療の進歩と将来 日本産科婦人科学会雑誌 (0300-9165)66巻9号 Page2062-2065(2014.09)

218 熊田博明 放射線腫瘍科診療グループ 【ホウ素中性子捕捉療法:BNCT】 BNCTの線量評価/治療計画 Radioisotopes (0033-8303)64巻1号 Page39-48(2015.01)

219 矢野 晴美 細菌学的診断（感染症）診療グループ 【90疾患の臨床推論!診断の決め手を各科専門医が教えます】 (第13章)咳　百日咳 レジデントノート (1344-6746)16巻14号 Page2698-2699(2014.12)

220 矢野 晴美 細菌学的診断（感染症）診療グループ 【90疾患の臨床推論!診断の決め手を各科専門医が教えます】 (第13章)咳　結核 レジデントノート (1344-6746)16巻14号 Page2694-2695(2014.12)

221 矢野 晴美 細菌学的診断（感染症）診療グループ 【感染症診療update】　(II章)主要な臓器感染症　中枢神経系感染症 脳炎 日本医師会雑誌 (0021-4493)143巻特別2 PageS84-S85(2014.10)

222 矢野 晴美 細菌学的診断（感染症）診療グループ 【感染症ガイドラインoverview】 胆道感染症に関するガイドライン 感染症内科 (2187-803X)2巻5号 Page505-509(2014.05)

223
大石　愛 総合診療グループ 第4回日本プライマリ・ケア連合学会ワークショップ『ジェネラリストに必要な緩和医療

のスキルとは?』報告
日本プライマリ・ケア連合学会誌 (2185-2928)37巻4号 Page366-368(2014.12)

224
浜野 淳 総合診療グループ 日本におけるPrimary Palliative Care　プライマリ・ケア医によるPrimary Palliative 

Careの普及と発展
日本プライマリ・ケア連合学会誌 (2185-2928)37巻3号 Page268-272(2014.09)

225
浜野 淳 総合診療グループ 【看取り、できますか?患者・家族が安心して最期を迎えるために総合診療ですべきこ

と】 家族にどう寄り添っていくか?
Gノート (2188-3033)1巻3号 Page366-374(2014.08)

226
浜野 淳 総合診療グループ 【がん疼痛の緩和ケア:新ガイドラインをめぐるトピックス】 オピオイドの副作用対策　

2014年版ガイドラインにおけるオピオイドの副作用対策概要
ペインクリニック (0388-4171)35巻5号 Page605-610(2014.05)

227
浜野 淳 総合診療グループ 【「緩和薬物療法」上級講座】 緩和医療関連ガイドラインの行間を読む　がん疼痛の

薬物療法に関するガイドライン
薬局 (0044-0035)65巻13号 Page3041-3048(2014.12)

228
浜野 淳 総合診療グループ 緩和ケアにおける看護への期待　緩和ケアの実践、教育、創造に向かって 医師の立

場から看護師に期待すること
日本緩和医療学会学術大会プログラム・抄録集 19回 Page215(2014.06)

229 浜野 淳 総合診療グループ 【その気にさせる伝え方】 (スタッフ編)チーム力を高めるコミュニケーション 治療 (0022-5207)97巻2号 Page208-211(2015.02)

230 馬場 玲子 総合診療グループ 終末期がん患者の在宅療養移行における多職種連携を高めるチームマネジメントの
検討

日本緩和医療学会学術大会プログラム・抄録集 19回 Page399(2014.06)

231 小曽根 早知子 総合診療グループ 地域診療所において短期間勤務する医師が診療に加わることを、患者はどう思って
いるか?

日本プライマリ・ケア連合学会誌 (2185-2928)37巻3号 Page219-224(2014.09)

232 前野 哲博 総合診療グループ 新しい総合診療専門医制度の動向とそのインパクト 人間の医学 (0385-924X)49巻2号 Page18-28(2014.07)

233
小林裕幸 総合診療グループ 【総合医のためのスポーツ医学ベーシックス】　総合医が知っておきたいスポーツ医学

の知識 スポーツと脳震盪
総合診療 (2188-8051)25巻2号 Page142-144(2015.02)

234
小林裕幸 総合診療グループ プライマリ・ケアの現場で必要なスポーツ医学とは 【総合医のためのスポーツ医学ベーシックス】 プライマリ・ケアの現場で必要な

スポーツ医学とは

235
野口 恵美子 遺伝診療グループ アレルギーと遺伝子・エピジェネティクス 次世代シークエンサーとアレルギー疾患　ど

のように使えるのか?
 アレルギー (0021-4884)63巻3-4 Page386(2014.04)

236 野口 恵美子 遺伝診療グループ 【HLAのブレイクスルー-臨床応用と疾患研究の進歩】 喘息・アトピー性疾患とHLA 医学のあゆみ(0039-2359)251巻4号 Page302-305(2014.10)

237
谷田貝 洋平 遺伝診療グループ 成人喘息の病態 中高年発症喘息(late onset asthma:LOA)を対象とした網羅的遺伝

子解析
アレルギー (0021-4884)63巻3-4 Page503(2014.04)



238
谷田貝 洋平 遺伝診療グループ Hyaluronan synthase 2(HAS2)遺伝子と喘息との関連　ゲノムワイド関連解析(GWAS)

による検討
 日本呼吸器学会誌 (2186-5876)3巻増刊 Page143(2014.03)

239 山田 英恵 遺伝診療グループ 喘息発症における呼吸機能関連遺伝因子の役割 日本呼吸器学会誌 (2186-5876)3巻増刊 Page177(2014.03)

240
山田 英恵 遺伝診療グループ アレルギー発症と環境因子 健常人における吸入抗原のアレルギー感作に対するゲ

ノム網羅的関連解析
アレルギー (0021-4884)63巻3-4 Page541(2014.04)

241 丹野　香織 手術部 手術室引っ越し時準備としてのリハーサルの方法について 日本手術医学会誌 (1340-8593)35巻2号 Page229-231(2014.05)

242 相原　樹里亞 手術部 新手術室使用前に行った手術リハーサルについて　アンケート結果について 日本手術医学会誌 (1340-8593)35巻2号 Page232-234(2014.05)

243 横田　優希 手術部 内視鏡手術に対する看護師の苦手意識改善への取り組み 日本手術医学会誌 (1340-8593)35巻3号 Page290-293(2014.08)

244 星本　弘之 医療情報経営戦略部 データ利活用推進にむけたデータ抽出ツールインターフェイスの開発 医療情報学連合大会論文集 (1347-8508)34回 Page968-969(2014.11)

245 百 賢二 薬剤部 化学・放射線療法誘発性の口腔粘膜炎に用いるインドメタシン噴霧製剤の安定性 薬剤学: 生命とくすり (0372-7629)74巻3号 Page211-216(2014.05)

計２４５



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

   目的と適用範囲，病院長の業務，研究者等の責務，自主臨床研究の申請について， 

  審査の手順等について 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年11回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

   マネジメントの概要，組織，手続き及び方法，等。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年11回 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年6回 

 ・研修の主な内容 

  自主臨床研究におけるトピックス，いま求められる臨床研究リテラシー 

 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

（１）研修期間は２年間とする。 

（２）研修科目および研修期間 

幅広い研修の選択肢と魅力ある病院群で，一人ひとりに合った研修が可能であることが特

徴である。たとえば，大学病院を中心に研修をしたい場合は全期間大学で，市中病院を中心

に研修したい場合には１６か月を協力病院で研修することが可能である。 

各診療科の研修の詳細は以下の通りとする。 

研修科目 内容 

 

必

修

科

目 

内科 

(６か月) 

院内および院外で研修する。院内の場合，以下の診療科から選択して

ローテーションする。研修する診療科および期間（１．５か月～３か

月）は研修医の希望を考慮して調整する。 

循環器内科，消化器内科，呼吸器内科，腎臓内科，内分泌代謝・糖尿

病内科，膠原病リウマチアレルギー内科，血液内科，神経内科 

commondiseaseを数多く経験できる施設で３か月以上研修する場合は

，一部の研修期間を院内の放射線診断・IVR，病理学的診断にあてる

ことを認める。 

救急 

(３カ月) 

院内および院外で研修する。 

地域医療 

(１ヵ月） 

中小病院での１か月のブロック研修（選択３とあわせて３か月のブロ

ック研修）又は選択必修1～３の期間に，週１回・６か月間の継続研

修のどちらかを選択する。 

 

 

選

択

必

修

科

目 

選択必修１ 

(２ヵ月) 

以下の診療科の中から選択する。ただし，選択研修ですでに以下の診

療科で研修している場合はこの期間を選択研修に振り替えることが

できる。 

消化器外科，呼吸器外科，循環器外科，乳腺・甲状腺・内分泌外科，

小児外科，形成外科，脳神経外科，整形外科，腎泌尿器外科，耳鼻咽

喉科，産婦人科 

選択必修２ 

(２ヵ月) 

以下の診療科の中から選択する。ただし，選択研修ですでに以下の診

療科で研修している場合はこの期間を選択研修に振り替えることが

できる。 

小児科，小児外科 

選択必修３ 

(２ヵ月) 

以下の診療科の中から選択することが望ましいが，研修医の希望によ

り他の診療科も選択できる。 

麻酔科，精神科※，産婦人科 

 

選

択

科

目 

選択１・ 

選択２ 

(３か月) 

原則としてすべての診療科で可能。診療科の合意が得られれば，期間

を分割して研修することもできる。基本的に院内とするが，院外で研

修する場合は，総合臨床教育センターが指導体制，研修体制，全体と

のバランスを考慮して診療科ごとに承認・調整した施設で行う。 

選択３ 

(３か月） 

地域医療研修をブロック研修で行う場合，この期間に行う。それ以外

の条件は選択１，２に準じる。 

※精神科研修に関して 

精神科研修を原則的にいずれかの研修形式で行う。 

①選択必修３として２か月 

②選択必修３として１か月（その場合，選択必修１または２の期間が３か月になる。） 

③選択研修として１か月以上 



a）一般プログラム 

commondiseaseを幅広く研修出来るスーパーローテーション研修でも，将来の後期専門

研修を見据えた一科集中型の研修でも，研修医の希望で選択して研修が可能である。ま

た，内科研修・救急研修は，大学病院，市中病院のどちらでも研修が出来，選択必修に

おける外科研修も多くの外科系研修科より選択できるなど，研修医の将来像に合わせた

研修を個個の希望に応じて組むことができる。 

コースは必修研修の内科，救急を院内で行うか院外で行うかによってA～ Jまで１０の

コースに分かれる。 

b）特別プログラム（小児科特別プログラム，産科特別プログラム） 

将来，小児科医，産科医師になることを希望する研修医を対象とした研修プログラム。 

（３）ローテーションの決定方法 

１）マッチング終了後，採用内定者が確定した時点で将来の志望分野の登録を行う。なお，

志望分野未定で登録することも可能である。 

２）総合臨床教育センターは，国家試験合格発表後，採用者が確定した時点で研修施設・研

修時期などのローテーションにおける選択肢を提示する。 

３）採用者は，選択肢の中から順位をつけて希望を提出する。この際，研修医の希望があれ

ば総合臨床教育センターまたは志望分野に該当する養成コースと相談することも可能で

ある。 

４）総合臨床教育センターにおいて調整し，最終的なローテーションを決定する。 

（４）オリエンテーション 

採用前に１週間程度のオリエンテーションを行う。内容は，実際に診療を行ううえで必要な

手続き・注意事項の他に，接遇，安全管理，診療録の記載などの講習や，コミュニケーショ

ン技法，ACLS，EBM，静脈ラインの確保や採血などの基本的臨床技能についての講義・実習を

行う。 

（５）レジデントレクチャー 

研修目標の達成に役立てることを目的として，総合臨床教育センター主催のレクチャーを開

催する。ジュニアレジデントは３０単位以上の出席を修了条件とする。 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数         １４５．５人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

     

     

 ※別紙のとおり  

     

     

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



                                          別紙 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

前野 哲博 

 
内科 

総合診療グループ

長 
24年 研修統括者 

兵頭 一之介 

 
消化器内科 

消化器内科診療グ

ループ長 
34年 研修統括者 

青沼 和隆 

 
循環器内科 

循環器内科診療グ

ループ長 
37年 研修統括者 

檜澤 伸之 

 
呼吸器内科 

呼吸器内科診療グ

ループ長 
29年 研修統括者 

山縣 邦弘 

 
腎臓内科 

腎臓内科診療グル

ープ長 
31年 研修統括者 

島野  仁 

 
内分泌・代謝・

糖尿病内科 

内分泌代謝糖尿病

内科診療グループ

長 

31年 研修統括者 

住田 孝之 

 

内科、リウマチ

科、アレルギー

科 

膠原病リウマチア

レルギー内科診療

グループ長 

36年 研修統括者 

千葉  滋 

  
血液内科 

血液内科診療グル

ープ長 
31年 研修統括者 

玉岡  晃 

 
神経内科 

神経内科診療グル

ープ長 
35年 研修統括者 

人見 重美 

 
感染症内科 

細菌学的診断診療

グループ長 
25年 研修統括者 

須磨崎 亮 

 
小児科 

小児内科診療グル

ープ長 
38年 研修統括者 

新井 哲明 

 
精神科 

精神神経科診療グ

ループ長 
25年 研修統括者 

藤本  学 

 
皮膚科 診療グループ長 23年 研修統括者 

南   学 

 
放射線診断 

放射線診断･IVR診

療グループ長 
32年 研修統括者 

櫻井 英幸 

 
放射線腫瘍科 

放射線腫瘍科診療

グループ長 
27年 研修統括者 

野口 雅之 

 
病理診断科 

病理診断診療グル

ープ長 
33年 研修統括者 

大河内 信弘 

 

消化器外科 

臓器移植外科 

消化器外科診療グ

ループ長 
37年 研修統括者 

平松 祐司 

 
心臓血管外科 

循環器外科診療グ

ループ長 
29年 研修統括者 

佐藤 幸夫 

 
呼吸器外科 

呼吸器外科診療グ

ループ長 
26年 研修統括者 

原  尚人 

 乳腺内分泌外科 

乳腺・甲状腺・内

分泌外科診療グル

ープ長 

31年 研修統括者 



増本 幸二 

 
小児外科 

小児外科診療グル

ープ長 
24年 研修統括者 

関堂  充 

 
形成外科 

形成外科診療グル

ープ長 
27年 研修統括者 

水谷 太郎 

 
救急科 

救急・集中診療グ

ループ長 
38年 研修統括者 

山本 哲哉 

 
脳・神経外科 

脳神経外科診療グ

ループ長 
26年 研修統括者 

山崎 正志 

 
整形外科 

整形外科診療グル

ープ長 
32年 研修統括者 

西山 博之 

 
泌尿器科 

泌尿器外科診療グ

ループ長 
26年 研修統括者 

佐藤 豊実 

 
産科、婦人科 

婦人・周産期診療

グループ長 
26年 研修統括者 

田中  誠 

 
麻酔科 

麻酔科診療グルー

プ長 
29年 研修統括者 

原   晃 

 

耳鼻いんこう科 

頭頸部外科 

耳鼻咽喉科診療グ

ループ長 
36年 研修統括者 

大鹿 哲郎 

 
眼科 

眼科診療グループ

長 
30年 研修統括者 

檜澤 伸之 
内科 

睡眠呼吸障害療グ

ループ長 
29年 研修統括者 

武川 寛樹 
歯科口腔外科 

歯科・口腔外科診

療グループ長 
31年 研修統括者 

 



(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数  別紙のとおり 

 ・研修の参加人数 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 研修名：診療の安全に関する研修（平成２６年度に２回実施） 

 ・研修の主な内容 

  １回目：医療事故防止に関する基本的事項、講演「Team STEPPSを導入してみた」、 

      後発医薬品の適正使用、個人情報 －持たない、持ち出さない、匿名化－、 

      個人防護具（PPE）の着脱について 

  ２回目：医療事故防止に関する基本的事項、講演 宇宙飛行士に学ぶ職場ストレス対処法、 

      処方前に登録や研修等が必要な薬剤、鎮静マニュアルの実施、感染性胃腸炎の対応、 

      医療機器に関する研修実施と実施記録提出 

 ・研修の期間・実施回数 １回目：１０日間・２８回、２回目：１１日間・３１回 

 ・研修の参加人数 １回目：２７４２名、２回目：２７１７名 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務

する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 



研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修（平成２６年度分）
①　医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況

がん医療従事者研修　地域がん診療連携拠点病院　薬剤師セミナー

がん医療に携わる薬剤師に必要な知識に関する研修

1回

50名

1

2

3

4

不妊治療に従事する看護師のための勉強会

不妊治療の概要や、当院の不妊治療の実態、看護師の役割に
関する講習を講義形式で行った。

2014年9月から2015年3月まで、２回

約30-40名

5回

40-50名

薬剤部セミナー

薬剤業務改善、医薬品適正使用に関する研究の発表

21回

40～50名

お薬説明会

新薬の使用方法に関する講習



研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

小児外科セミナーシリーズ第13弾

小児の移植と再生医療の現状に関する知識を第一人者から受
ける「小児肝移植と再生医療のクロストーク」

5

6

小児外科セミナーシリーズ第14弾

小児の胆道閉鎖症の第一人者から最新情報を得る　「胆道閉
鎖症の治療の現況」

2015年1月16日

40名

2014年12月18日

30名

7

小児外科セミナーシリーズ第15弾

小児の代用気管に関する専門的知識を得るため　「家兎にお
ける超弾性合金コイルを用いた代用気管と周囲肉芽組織内
mTOR活性」

2015年2月6日

30名

8

第3回つくば栄養サポート研究会

患者に対して医師・看護師・栄養士がチームで支えるための勉
強会　「学会分類2013を用いて栄養管理を進めましょう」

2015年3月20日

70名



研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

9

小児救急勉強会

茨城県内の救急隊員に対する小児救急医療教育

平成27年1月・1回

46名

10

新生児蘇生法講習会

出生時に胎外呼吸循環が順調に移行できない新生児に対し
て，いかにして心肺蘇生法を行うべきかを学ぶ。助産師，看護
師，救急救命士を対象に実施。

平成26年5月～27年3月・15回

179名

12

つくば母乳育児支援勉強会

お母さんと赤ちゃんに接する機会のある茨城県内の保健医療
従事者を対照に，母乳育児支援に関する科学的根拠に基づい
た最新の情報と臨床技能を伝え，協力し合うための勉強会

平成26年7月～11月・2回

130名

11

周産期救急勉強会

茨城県内の救急隊員に対する小児救急医療教育

平成26年11月～12月・2回

131名



研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

16

MBTI：自分の心を理解する

MBTI自己分析メソッドを用い、自己理解を深め他者との違いに
ついての理解も建設的に深めるスキルを身につけた。さらに基
本編などでMBTIを体験したスタッフを対象に、 指向間の相互

平成26年7月13日～平成27年3月8日・3回

48名（延べ参加人数）

15

TEAMSファシリテーター研修会

トヨタの人事育成「KAIZEN」の手法で、社会人に必須のスキル
である「仕事の教え方」「業務の改善の仕方」を身に付けたス
タッフの中から、研修指導者（ファシリテーター）となるべき人材

平成26年11月8日～平成27年2月14日・2回（4日間）

13名

14

TEAMS研修会

社会人に必須のスキルである「仕事の教え方」「業務の改善の
仕方」「人への接し方」を、トヨタの人事育成「KAIZEN」の手法で
身に付けた。

平成26年6月21日～平成27年12月23日・6回

63名

13

新人職員合同研修会『多職種コミュニケーション』

附属病院の全新人職員が一同に会し、これから同じ職場で働く
仲間との職種をこえたコミュニケーション、人間関係の構築を目
的とし、職種や担当部署を超えた全新人職員がグループを組

平成26年4月1日・1回

270名



研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

19

妊産褥婦に対する最新医学管理研修

助産師、看護師を対象に、実際の症例を題材として、妊産褥婦
に対する最新の医学的な管理法を医師（周産期（母体・胎児）
専門医）が教育する

平成２６年４月〜平成２７年３月・計４５回

１回平均５名

20

院内NST勉強会（栄養スクリーニングと栄養アセスメントについて）

栄養アセスメントの手法　病棟別SGA(主観的包括的評価）入
力方法

平成２６年１０月～平成２７年１月　計１０回

９８名　（看護師）

18

ワークショップ「こんなときどうする？　患者が訴える症状への
アプローチ　～すべての医療職に求められる初期対応～」

医療現場で出会うことの多い「症候」に対し，ケーススタディ方
式で学んだ。症例の最初の情報を提示して、その場面で医療
者は何を考え、どのように情報を集め、どう動くべきか、受講者

平成26年10月20日～12月8日・4回（5日間）

228名（延べ参加人数）

17

ノンテクニカルスキル研修

リーダーシップやチームビルディング、ミーティングファシリテー
ション、コーチング、人材養成、コンフリクトマネジメント、問題解
決能力などを、豊富なワークを含むプログラムで、専門の講師

平成26年7月26日～平成27年1月25日・５回（７日間）

91名（延べ参加人数）



研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

22

鍼灸師に対する脳神経外科研修

手術見学、カンファランス参加

2月期　1週間

1名

21

つくば栄養サポート研究会

地域の医療従事者に対し栄養療法の技術の向上と教育を目
的とした講義と栄養療法実践医療チームによる研究発表

平成２６年４月～平成２７年３月まで　２回開催

１６５名（管理栄養士・看護師、薬剤師・理学療法士・言語聴覚士）



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 松村 明 

  管理担当者氏名 
医療情報経営戦略部長 大原 信、薬剤部長 本間 真人 
病院総務部総務課長 岡野 勉、医事課長 石塚 伸 

 
   保 管 場 所       管 理  方  法 

 診療に関する諸記録 
   病院日誌、各科診療日誌、処方せん、 
   手術記録、看護記録、検査所見記録、 
   エックス線写真、紹介状、退院した患 
   者に係る入院期間中の診療経過の要約
  及び入院診療計画書 

医療情報経営戦略部

薬剤部 
総務課 

紙カルテは1患者1ファイルにより
医療情報経営戦略部の病歴室で、
電子化後は医療情報経営戦略部サ
ーバ室のサーバで管理している。 
エックス線写真等も医療情報経営
戦略部で一括して保管している。 

 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 高度の医療の提供の実績 医事課 

 高度の医療技術の開発及び 
 評価の実績 

総務課 

 高度の医療の研修の実績 総務課 

 閲覧実績 総務課、医事課 

紹介患者に対する医療提供 
の実績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び 
調剤の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

第規
一則 
号第 
に一 
掲条 
げの 
る十 
体一 
制第 
の一 
確項 
保各 
の号 
状及 
況び 
 第 
 九 
 条 
 の 
  二 
  十 
  第 
  一 
  項 

医療に係る安全管理の
ための指針の整備状況 

臨床医療管理部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のた

めの委員会の開催状況  
ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ委員会 

医療に係る安全管理の

ための職員研修の実施
状況 

臨床医療管理部 

医療機関内における事
故報告等の医療に係る
安全の確保を目的とし

た改善のための方策の
状況 

臨床医療管理部 

専任の医療に係る安全管

理を行う者の配置状況 
臨床医療管理部 

専任の院内感染対策を

行う者の配置状況  
感染管理部 

医療に係る安全管理を
行う部門の設置状況 

臨床医療管理部 

当該病院内に患者から
の安全管理に係る相談

に適切に応じる体制の
確保状況 
 

 

医事課 

 



 
 

   保 管 場 所       管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 規
 則 
 第 
 一 
 条 
 の 
 十 
 一 
 第 
 一 
 項 
 各 
 号 
 及 
 び 
 第 
 九 
 条 
 の 
 二
 十 
 三 
  第 
  一 
  項 
  第 
 一 
 号 
 に 
  掲 
  げ 
  る 
  体 
  制 
  の 
  確 
  保 
  の 
  状 
  況 
 
 
 
 

 院内感染のための指
針の策定状況 

感染管理部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 院内感染対策のため
の委員会の開催状況  

感染対策委員会 

 従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況  

感染管理部 

 感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況  

感染管理部 

 医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況  

薬剤部 

 従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況  

医事課 

 医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況   

薬剤部 
臨床医療管理部 

 医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況 

薬剤部 

 医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況 

医療機器管理ｾﾝﾀｰ 

 従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況 

医療機器管理ｾﾝﾀｰ 

 医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況 

医療機器管理ｾﾝﾀｰ 

 医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況 

医療機器管理ｾﾝﾀｰ 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              附属病院長 松村 明 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              病院総務部総務課長 岡野 勉、医事課長 石塚 伸 

 閲覧の求めに応じる場所              病院総務部総務課、医事課 

 閲覧の手続の概要 

 

病院の診療に関するもの 

 

診療記録の閲覧については、本院が定めた「診療記録開示請求書」に必要事項を記入の上、 

医事課へ提出する。 

 

病院の管理に運営に関するもの 

 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧については、大学が定めた「法人文書開示請求書」に 

必要事項を記入の上、総務課へ提出する。 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延         ０件 
  閲 覧 者 別   医        師    延         ０件 

  歯  科  医  師    延         ０件 
      国    延         ０件 
  地 方 公 共 団 体    延         ０件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 

 

（様式第 6） 

 

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
 

組織として事故防止に取組む。 
情報の共有化を図り、事故防止に役立てる。 
医療の安全に関する教育研修を実施する。など 

 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 

 
     年１２回 

 
 ・ 活動の主な内容： 

・医療に係る安全管理体制に関すること。 
・医療に係る安全管理のための指針の作成及び見直しに関すること。 
・医療事故を防止するための医療従事者に対する啓発に関すること。 
・医療事故等に係る患者、家族等への対応に関すること。 
・医療事故等が発生した場合の原因の分析並びに改善策の立案、実施及び周知に関する 
 こと。など 
 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年５９回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

・法令及び研修目的に沿ったものとする。必要に応じて、感染対策、医薬品、医療機器の安全管
理に関する内容を含める。 

 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

医療行為の手順をエビデンスに基づいて改善する。 
 
 
⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 

 
 有（ ２名）・無 

 
⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ ２名）・無 

 
⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 

 
     有・無 

 
  ・ 所属職員： 専任（４）名 兼任（６）名 
 ・ 活動の主な内容： 
 
医療事故防止のための調査、分析、指導及び教育 
医療事故発生に伴う調査、分析、指導 
医療紛争支援 
医療サービスの向上のための企画及び教育 
 
 
⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状
 況 
 

 
      有・無 
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院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 
    院内感染対策に関する基本的な考え方 
    院内感染対策委員会及び感染管理部の設置 
    院内感染発生時の対応 
    職員研修 
 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

    
院内感染対策指針及びマニュアルの審議 

    院内感染対策に関する情報収集と職員への周知 
    改善策の立案及び全職員への周知 
 
 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 ２回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

チームワークとは？（２８回開催） 
   労働安全衛生   （３１回開催） 
 
 
 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
   院内感染対策改善策を感染対策委員会で審議・決定後、各診療科、各単位の感染対策担当者へ

連絡、担当者から各スタッフへ連絡 
   感染管理部から、院内感染対策改善策を各診療科、各単位の感染対策担当者へ連絡、担当者か

ら各スタッフへ連絡 
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医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 ２回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

① 全職員を対象とした「診療の安全に関する研修（第１期）チームワークとは？」に 
おいて、後発医薬品の適正使用」をテーマに、資料を用いて説明を行った。 

② 全職員を対象とした「診療の安全に関する研修（第２期）労働安全衛生」において、 
「処方前に登録や研修等が必要な薬剤」をテーマに、資料を用いて説明を行った。 

 
 
 
 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 
 
   定期的な院内巡視にて実施状況を確認している。 
 
 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善
  のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
 

・製薬企業MRからの情報収集 
    ・医薬品医療機器総合機構からのメール受信（医薬品医療機器情報配信サービス） 
    ・個人のメールボックスへの印刷物の配布（薬剤部からのお知らせ等） 
    ・院内メールによる情報配信 
    ・薬剤部内の朝礼による周知 
    ・薬剤部HPにおいても、情報提供 
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医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
①  医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 

②  
   有・無 

 
③  従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年１５３回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
 新規購入機器のための研修、継続使用のための定期研修、デモ機／治験のための研修 

その他の必要時に行った研修 
 
1.人工心肺装置・PCPS・IABP -------------------------  １７回  (３２５人) 
2.人工呼吸器 ---------------------------------------  １６回  (２１１人) 
3.血液浄化装置 -------------------------------------   ８回  ( ７３人) 
4.除細動器 -----------------------------------------  １４回  (１０４人) 
5.閉鎖式保育器 -------------------------------------   ７回  ( ５５人) 
6.診療用高エネルギー放射線発生装置 -----------------   ２回  ( １１人) 
7.診療用放射線照射装置 -----------------------------   ２回  (  ９人) 
8.粒子線照射装置 -----------------------------------  １４回  ( ３７人) 
9.その他医療機器  23機器 -------------------------  ７１回  (６１８人) 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 
 
1.人工心肺装置・PCPS・IABP -------------------- 年次点検 保有数  9台  （点検率100％） 
2.人工呼吸器 ---------------------------------- 年次点検 保有数 53台  （点検率 94％） 
3.血液浄化装置 -------------------------------- 年次点検 保有数 31台  （点検率100％） 
4.除細動器 ------------------------------------ 年次点検 保有数 44台  （点検率100％） 
5.閉鎖式保育器 -------------------------------- 年次点検 保有数 18台  （点検率100％） 
6.診療用高エネルギー放射線発生装置 ------------ 年次点検 保有数  2台  （点検率100％） 
7.診療用放射線照射装置 ------------------------ 年次点検 保有数  1台  （点検率100％） 
8.粒子線照射装置 ------------------------------- 年次点検 保有数  1台  （点検率100％） 

 
 ※人工呼吸器の未点検3台（6%）については、１台は廃棄予定のため未点検とした。残りの２台は5
月25日に年次点検を終えた。 
 
 
④  医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした

  改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

院内の全ての医療機器は、医療機器管理システムMEDICSON（クラウド）にてMEセンターが台
帳登録を行い、医療機器管理センターで一元管理している。 

 
厚生労働省及び独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）等が発信する医療機器に関

する「安全性関係情報」をMEDICSON（クラウド）が受信した後、当院の医療機器管理システム
端末へ定期的に送信される。 
 

なお、端末で受信した「安全性関係情報」は、台帳登録された機器の種類、表示件名、発表日、
発表元、外部リンク（URL）情報が表示される。担当職員が、その安全情報のURLより、該当する医療
機器のシリアル№及び使用部署の確認等を行い、通知文書を作成して関係者に周知している。 
 
 



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1

TU-0000005823 人工心肺装置 人工心肺：定期点検 年1回点検 心肺002 HAS 272054 2007年8月1日 手術部

○
■

1/13

2

TU-2012120201 人工心肺装置 人工心肺：定期点検 年1回点検 心肺003 HASⅡ 120454 2012年12月19日 手術部

○
■

1/16

1

TU-0000003746 大動脈バルーンポンプ

大動脈バルーンポン
プ：定期 年1回点検 IABP-001

ｺﾗｰﾄ
BP21-T 295158 2009年10月 ICU

●
12/17

2

TU-2010080018 大動脈バルーンポンプ

大動脈バルーンポン
プ：定期 年1回点検 IABP-002

ｺﾗｰﾄ
BP21-T 105188 2010年8月11日 手術部

●
12/9

3

TU-2010070001 大動脈バルーンポンプ

大動脈バルーンポン
プ：定期 年1回点検 IABP-003 CS300 SI170477A0 2010年7月8日 放射線

○ ■
9/17

(●)
2/25

4

TU-2010080017 大動脈バルーンポンプ

大動脈バルーンポン
プ：定期 年1回点検 IABP-004 CS300 SI170178A0 2010年8月9日 放射線

○ ■
9/17

(○) (■)
3/10

1

TU-2010080007 PCPS PCPS:定期 年1回点検 PCPS-001 560BCS1 560B100944 2010年8月5日 ICU

■
11/7

○

2

TU-0000004265 PCPS PCPS:定期 年1回点検 PCPS-002 SP-101 90900010 2009年11月4日 救急外来

○ ■
12/2

3

TU-0000003749 PCPS PCPS:定期 年1回点検 PCPS-003 550BCS1 6442 1996年1月31日 手術部

■
11/25

○

4

TU-2013030116 PCPS PCPS:定期 年1回点検 PCPS-004 HAS-CFP 130135 2013年3月27日 ICU

●
12/2

取得年月日 常時設置場所機器管理番号 点検作業名 点検区分 ME管理番号

詳細：人工心肺関連ファイル

詳細：人工心肺関連ファイル

備考

2012年10月　サポートエンド
院内点検

詳細：人工心肺関連ファイル

年間点検計画及び実績

2014年度

保守契約締結（年2回）
詳細：人工心肺関連ファイル

詳細：人工心肺関連ファイル

＊7月リース契約更新 期限　2015.6月
詳細：人工心肺関連ファイル

詳細：人工心肺関連ファイル

詳細：人工心肺関連ファイル

保守契約締結（年2回）
詳細：人工心肺関連ファイル

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/03）2014年度分

審査 担当

2012年12月購入
詳細：人工心肺関連ファイル

承認

形式番号 製造番号機器名

1/1



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

院内ＣＥ精度点検
●

4/18

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
●

4/18

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
●

4/18

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■

10/21
○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■

10/30
○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■

4/15
○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■

4/16
○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■

4/15
○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
○ ■

9/16
■

10/21

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■

5/15
○

メーカー定期
■

9/17

院内ＣＥ精度点検
○

メーカー定期
■

5/13

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
■

7/23
○

院内ＣＥ精度点検
〇 ■

3/11

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
〇

■
3/24

メーカー定期

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

審査 担当

年間点検計画及び実績

2014年度

詳細：人工呼吸器ファイル①

承認

詳細：人工呼吸器ファイル②

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/3月）2014年度分

取得年月日 常時設置場所機器管理番号 点検作業名 点検区分 ME管理番号 形式番号 製造番号機器名

詳細：人工呼吸器ファイル③

詳細：人工呼吸器ファイル③

詳細：人工呼吸器ファイル③

更新予定
詳細：人工呼吸器ファイル④

備考

人工呼吸器

人工呼吸器

129W0

128W0

502278

詳細：人工呼吸器ファイル①

詳細：人工呼吸器ファイル①

詳細：人工呼吸器ファイル①

詳細：人工呼吸器ファイル①

詳細：人工呼吸器ファイル①

詳細：人工呼吸器ファイル①

詳細：人工呼吸器ファイル①

840-9

840-10

840-11

TU-0000001352

TU-0000001353

TU-0000001355

TU-0000001359

TU-0000001363

TU-0000001364

TU-0000001365

TU-0000001366

TU-0000001367

TU-0000001368

TU-0000001369

TU-0000001370

TU-0000001371

TU-0000001372

TU-0000001373

PAC-2

PAC-3

Baby  P-1

SLE-1

840-1

840-2

P20DMRI/NJ
/5JP

P20DMRI/NJ
/5

B10MRI/NJ/
5JP

SLE5000

840

840

840-3

840-4

840-5 840

840

840

840

840-6

840-7

840-8

521701S

3510020624

840

840

3510020626

3510033560

3510033621

3510053834

3510053860

3510053851

3510083441

3510083435

3510083342

3510083340

2006年3月
15日

1999年3月
26日

1999年3月
30日

2007年11月
16日

2003年2月
28日

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

2003年2月
28日

2004年3月
31日

2004年3月
31日

2006年2月
17日

2006年2月
17日

2009年4月
10日

2009年4月
10日

2009年4月
10日

2009年4月
10日

医療機器管理セ
ンター

医療機器管理セ
ンター

NICU

医療機器管理セ
ンター

医療機器管理セ
ンター

医療機器管理セ
ンター

医療機器管理セ
ンター

医療機器管理セ
ンター

医療機器管理セ
ンター

医療機器管理セ
ンター

医療機器管理セ
ンター

医療機器管理セ
ンター

840

840

840

医療機器管理セ
ンター

医療機器管理セ
ンター

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

医療機器管理セ
ンター

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

詳細：人工呼吸器ファイル①

詳細：人工呼吸器ファイル①

1

2

3

4

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

更新予定

1/4



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

審査 担当

年間点検計画及び実績

2014年度

承認

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/3月）2014年度分

取得年月日 常時設置場所機器管理番号 点検作業名 点検区分 ME管理番号 形式番号 製造番号機器名 備考

院内ＣＥ精度点検
〇

■
3/10

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
○ ■

10/2

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
○ ■

12/20

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
○ ■

9/22

院内ＣＥ精度点検
○

メーカー定期
■
8/4

院内ＣＥ精度点検
○

メーカー定期
■

8/11

院内ＣＥ精度点検
■

4/22
○

メーカー定期
■
3/9

院内ＣＥ精度点検
●

4/18

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
■

7/28
○

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
●
3/4

院内ＣＥ精度点検
●

4/18

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
○

メーカー定期
■
4/7

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
○

院内ＣＥ精度点検
○

メーカー定期
■
9/8

30

TU-2012120104 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 V60-2 V60

人工呼吸器

人工呼吸器

100071398
2012年12月
18日

医療機器管理セ
ンター 詳細：人工呼吸器ファイル⑤

ASDL-0139

P200D/NJ
2012年11月
20日

oxylog

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

人工呼吸器

詳細：人工呼吸器ファイル③

詳細：人工呼吸器ファイル③
どちらか年1回
点検

HCU 詳細：人工呼吸器ファイル③
どちらか年1回
点検 PAC-5

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

詳細：人工呼吸器ファイル②

詳細：人工呼吸器ファイル②

2014年1月　サポートエンド
2014/6/4廃棄

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

どちらか年1回
点検

calliope-1

SiPAP-1

840-12

SiPAP-2
675-CFG-
012

詳細：人工呼吸器ファイル④

詳細：人工呼吸器ファイル④

詳細：人工呼吸器ファイル④
2009年6月
16日

2009年7月
13日

2009年7月
13日

675-CFG-
012

カリオペα

詳細：人工呼吸器ファイル④

AKN01578

AKN01579

C00252

1007215

675-CFG-
012 BBN01006

2010年10月
13日

2011年2月
25日

詳細：人工呼吸器ファイル④

詳細：人工呼吸器ファイル③

TU-0000001382

TU-0000001384

TU-0000001385

TU-2010100007

TU-2011020080

TU-2012030045

TU-0000001374

TU-0000001375

TU-0000001376

TU-0000001381

TU-2012120042

TU-2012120043

TU-2012110071

TU-0000001383

SiPAP-4

840-13

SiPAP-3
675-CFG-
012

675-CFG-
012

Babylog 
VN500

Oxylog3000
Plus

calliope-2

PAC-1

SiPAP-5

SiPAP-6

VN500

P200D/NJ

675-CFG-
012

840

カリオペ

3510073224

AKN01575

AKN01576

BCN01107

ASDK-0022

3510074047

1209031

2009年4月
10日

2009年7月
13日

2012年12月
7日

2012年12月
7日

2009年4月
10日

2009年7月
13日

840

医療機器管理セ
ンター

NICU
2000年2月
22日21

医療機器管理セ
ンター

どちらか年1回
点検

詳細：人工呼吸器ファイル④

NICU

NICU

NICU

医療機器管理セ
ンター

NICU 詳細：人工呼吸器ファイル④

廃棄

NICU

NICU

16

17

18

19

20

21

28

29

22

23

24

25

26

27

救急部門

NICU

NICU
2012年3月
29日

前年度からの継続

使用中の為

点検待ち

使用中の為

点検待ち

2/4



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

審査 担当

年間点検計画及び実績

2014年度

承認

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/3月）2014年度分

取得年月日 常時設置場所機器管理番号 点検作業名 点検区分 ME管理番号 形式番号 製造番号機器名 備考

院内ＣＥ精度点検
○

メーカー定期
●

3/25

院内ＣＥ精度点検
■
4/8

○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■
4/3

○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■
4/4

○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■

4/17
○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
○

メーカー定期
■

12/22

院内ＣＥ精度点検
○

メーカー定期
●

2/23

院内ＣＥ精度点検
○

メーカー定期
●
2/3

院内ＣＥ精度点検
■

10/1
○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■

10/27
○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■

9/29
○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■

9/29
○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
■

10/7
○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
■

2/10
○

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
■

2/10
○

840 3512140611
2014年3月
25日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル③

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル②

2014年3月
25日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル②TU-2014030149 人工呼吸器

どちらか年1回
点検 840-20 840 3512140581

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル②

TU-2014030148 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 840-19 840 3512140501

2014年3月
25日

医療機器管理セ
ンター

2013年12月
24日

医療機器管理セ
ンター

2013年12月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑤

TU-2014030147 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 840-18 840 3512140404

2014年3月
25日

100091842
2013年12月
24日

医療機器管理セ
ンター

2013年12月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑤

TU-2013120015 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 V60-5 V60 100098439

V60 100091377
2013年12月
24日

医療機器管理セ
ンター

2013年12月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑤

TU-2013120014 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 V60-4 V60

42

43

TU-2013120013 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 V60-3

TU-2014030150 人工呼吸器
どちらか年2回
点検 840-21

36

37

38

39

40

41

2013年12月購入
詳細：人工呼吸器ファイル②

35

TU-2013090029 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 840-17 840 3512132535

2013年9月
25日

医療機器管理セ
ンター

医療機器管理セ
ンター

2013年11月購入
詳細：人工呼吸器ファイル②

3512132533
2013年9月
25日

医療機器管理セ
ンター

2013年10月購入
詳細：人工呼吸器ファイル②

3512132534
2013年9月
25日

34

TU-2013090028 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 840-16 840

3512132532
2013年9月
25日

医療機器管理セ
ンター

2013年9月購入
詳細：人工呼吸器ファイル②

33

TU-2013090027 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 840-15 840

100070769
2012年12月
18日

医療機器管理セ
ンター 詳細：人工呼吸器ファイル⑤

32

TU-2013090026 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 840-14 840

31

TU-2012120106 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 V60-1 V60

TV014021701

TU-2014030151 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 840-22 840 3512140614

TV014021702

2014年3月
25日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル③

44

TU-2014030152 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 Trilogy-01

Trilogy　
O2

2014年3月
28日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑥

45

TU-2014030153 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 Trilogy-02

Trilogy　
O2

2014年3月
28日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑥

保 証 期 間
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○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

審査 担当

年間点検計画及び実績

2014年度

承認

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/3月）2014年度分

取得年月日 常時設置場所機器管理番号 点検作業名 点検区分 ME管理番号 形式番号 製造番号機器名 備考

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
■
2/9

○

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
■

2/17
○

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
■

2/18
○

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
■

2/23
○

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
■

2/23
○

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
●

3/20

院内ＣＥ精度点検
○

メーカー定期

院内ＣＥ精度点検
○

メーカー定期
●

3/30

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期 X00354
2014年5月
29日

医療機器管理セ
ンター

2014年5月購入
詳細：人工呼吸器ファイル④

54

TU-2014050011 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 HMX-1 MT-HMX

TV014021703

TV014021704

46

TU-2014030154 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 Trilogy-03

Trilogy　
O2

TV014021705

2014年3月
28日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑥

47

TU-2014030155 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 Trilogy-04

Trilogy　
O2

TV014021707

2014年3月
28日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑥

48

TU-2014030156 人工呼吸器
どちらか年2回
点検 Trilogy-05

Trilogy　
O2

TV014021708

2014年3月
28日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑥

49

TU-2014030157 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 Trilogy-06

Trilogy　
O2

TV014021709

2014年3月
28日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑥

50

TU-2014030158 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 Trilogy-07

Trilogy　
O2

ASFB-0024

2014年3月
28日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑥

51

TU-2014030159 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 Trilogy-08

Trilogy　
O2

ASFB-0025

2014年3月
28日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑥

52

TU-2014030174 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 V500-01 V500

53

TU-2014030175 人工呼吸器
どちらか年1回
点検 V500-02 V500

2014年3月
27日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑤

2014年3月
27日

医療機器管理セ
ンター

2014年3月購入
詳細：人工呼吸器ファイル⑤

2014/12月
修理・点検中

使用中の為

点検待ち

4/4



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1

TU-2012100645 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-001 DBG-03 72042-01
2012年10月
31日 透析　1BED

〇
■

11/14

2

TU-2012100648 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-002 DBG-03 72042-02
2012年10月
31日 透析　2BED

〇
■

11/14

3

TU-2012100639 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-003 DBG-03 72042-03
2012年10月
31日 透析　3BED

〇
■

11/14

4

TU-2012100643 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-004 DBG-03 72042-04
2012年10月
31日 透析　4BED

〇
■

11/14

5

TU-2012100637 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-005 DBG-03 72042-05
2012年10月
31日 透析　5BED

〇
■

11/14

6

TU-2012100646 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-006 DBG-03 72050-02
2012年10月
31日 透析　6BED

〇
■

11/14

7

TU-2012100647 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-007 DBG-03 72050-03
2012年10月
31日 透析　7BED

〇
■

11/14

8

TU-2012100640 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-008 DBG-03 72050-04
2012年10月
31日 透析　8BED

〇
■

11/14

9

TU-2012100642 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-009 DBG-03 72049-04
2012年10月
31日 透析　9BED

〇
■

11/14

10

TU-2012100638 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-010 DBG-03 72049-05
2012年10月
31日 透析　10BED

〇
■

11/14

11

TU-2012100644 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-011 DBG-03 72050-01
2012年10月
31日 透析　11BED

〇
■

11/14

12

TU-2012100650 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-012 DBG-03 72049-01
2012年10月
31日 透析　12BED

〇
■

11/14

13

TU-2012100651 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-013 DBG-03 72049-02
2012年10月
31日 透析　13BED

〇
■

11/14

14

TU-2012100649 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-014 DBG-03 72049-03
2012年10月
31日 透析　14BED

〇
■

11/14

15

TU-2012100641 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-015 DBG-03 72050-05
2012年10月
31日 透析　15BED

〇
■

11/14

備考2014年度

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/3月）2014年度分

機器管理番号 ME管理番号

詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

製造番号 取得年月日 常時設置場所

年間点検計画及び実績

機器名 形式番号点検作業名 点検区分

担当

詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

承認

詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

審査

1/2



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

備考2014年度

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/3月）2014年度分

機器管理番号 ME管理番号 製造番号 取得年月日 常時設置場所

年間点検計画及び実績

機器名 形式番号点検作業名 点検区分

担当承認 審査

16

TU-0000002225 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-016 DBG-03 67009-05
2008年3月
11日 ICU

〇
■

7/24

17

TU-0000002229 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-017 DBG-03 67011-04
2008年3月
11日 ICU

〇
■

7/24

18

TU-2010060030 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-018 DBG-03 70012-02
2010年6月
24日 ICU

〇
■

7/24

19

TU-0000002221 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-019 DBG-03 67009-04
2008年3月
11日 旧血液浄化

〇
■

7/24

20

TU-0000002209 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-020 DBG-03 67009-01
2008年3月
11日 旧血液浄化

〇
■

7/24

21

TU-0000002213 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-021 DBG-03 67009-02
2008年3月
11日 旧血液浄化

〇
■

7/24

22

TU-0000002217 透析装置 透析機：メーカー定期 年1回点検 HD-022 DBG-03 67009-03
2008年3月
11日 旧血液浄化

〇
■

7/24

1

TU-0000002294 血液浄化装置 血液浄化：メーカー定期 年1回点検 KM-004 KM-8900EX 07C89297 2008年3月 血液浄化

〇

2

TU-0000002246 血液浄化装置 血液浄化：メーカー定期 年1回点検 KM-005 KM-8900EX 07C89298 2008年3月 血液浄化

〇
■

7/23

院内ＣＥ点検

メーカー定期
○ ■

2/4

院内ＣＥ精度点検

メーカー定期
○ ■

2/4

院内ＣＥ点検

メーカー定期
○ ■

2/4

院内ＣＥ点検

メーカー定期
○ ■

2/4

院内ＣＥ点検

メーカー定期
○ ■

2/4

前年度予定点検分
詳細：血液浄化関係ファイル

前年度予定点検分
詳細：血液浄化関係ファイル

詳細：血液浄化関係ファイル

廃棄申請中
詳細：血液浄化関係ファイル

前年度予定点検分
詳細：血液浄化関係ファイル

前年度予定点検分
詳細：血液浄化関係ファイル

前年度予定点検分
詳細：血液浄化関係ファイル

前年度予定点検分
詳細：血液浄化関係ファイル

前年度予定点検分
詳細：血液浄化関係ファイル

3

TU-2012110006 血液浄化装置
どちらか年1回
点検 Σ-001 ACH-Σ 60619

2012年11月
31日 血液浄化 詳細：血液浄化関係ファイル

4

TU-2012110006 血液浄化装置
どちらか年1回
点検 Σ-002 ACH-Σ 60620

2012年11月
31日 血液浄化 詳細：血液浄化関係ファイル

5

TU-2012110006 血液浄化装置
どちらか年1回
点検 Σ-003 ACH-Σ 60621

2012年11月
31日 血液浄化 詳細：血液浄化関係ファイル

6

TU-2012110006 血液浄化装置
どちらか年1回
点検 Σ-004 ACH-Σ

7

TU-2012110006 血液浄化装置
どちらか年1回
点検 Σ-005 ACH-Σ 60623

2012年11月
31日 血液浄化 詳細：血液浄化関係ファイル

60622
2012年11月
31日 血液浄化 詳細：血液浄化関係ファイル

廃棄申請中

2/2



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1

TU-0000001299 除細動器
除細動器FC-1700定期点
検 年2回点検 DC-001 FC-1700 33150447

2003年3月
27日 5階NICU

●
6/13 ○

■
1/28

2

TU-0000000821 除細動器
除細動器FC-560定期点
検 年2回点検 DC-002 FC-560 32052939

2000年8月1
日 5階東

●
6/13 ○

■
1/28

3

TU-0000000822 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-003 TEC-5531 387

2009年9月2
日 2階HCU

■
5/22

○ ○
■

1/21

4

TU-0000000823 除細動器
除細動器FC-560定期点
検 年2回点検 DC-004 FC-560 29092105

1997年9月
26日

6階西小児総合
医療センター

●
6/13 ○

■
1/28

5

TU-0000000824 除細動器
除細動器TEC-5521定期
点検 年2回点検 DC-005 TEC-5521 281

2009年9月2
日 7階東

■
5/21

○ ○
■

1/22

6

TU-0000000845 除細動器
除細動器TEC-5521定期
点検 年2回点検 DC-006 TEC-5521 271

2009年9月2
日 11階東

■
5/27

○ ○
■

1/23

7

TU-0000000846 除細動器
除細動器FC-560定期点
検 年2回点検 DC-007 FC-560 26111037

1995年2月1
日 B801

●
6/13 ○

■
1/29

8

TU-0000000847 除細動器
除細動器FC-560定期点
検 年2回点検 DC-008 FC-560 27101308

1996年3月1
日 光学医療診療部

●
6/13 ○

■
1/28

9

TU-0000000848 除細動器
除細動器TEC-5521定期
点検 年2回点検 DC-009 TEC-5521 280

2009年9月2
日 8階東

■
5/21

○ ○
■

1/22

10

TU-0000000851 除細動器
除細動器M4735A定期点
検 年2回点検 DC-012 M4735A US00443942

1996年3月
28日 2階ICU/PICU

●
6/10

○
■

1/30

11

TU-0000000820 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-013 TEC-5531 389

2009年9月2
日 6階東

■
5/27

○ ○
■

1/22

12

TU-0000001323 除細動器
除細動器TEC-5521定期
点検 年2回点検 DC-014 TEC-5521 277

2009年9月2
日 9階東

■
5/26

○ ○
■

1/22

13

TU-0000001324 除細動器
除細動器TEC-5521定期
点検 年2回点検 DC-015 TEC-5521 278

2009年9月2
日 B630

■
5/19

○ ○
■

1/27

14

TU-0000001325 除細動器
除細動器FC-560定期点
検 年2回点検 DC-016 FC-560 31092748

1999年9月1
日

A180外来（外
来手術室）

●
6/16

○
■

1/28 2010/3/1　サポートエンド
詳細：除細動器点検ファイル①

詳細：除細動器点検ファイル①

詳細：除細動器点検ファイル①

2010/3/1　サポートエンド
詳細：除細動器点検ファイル①

詳細：除細動器点検ファイル①

2010/3/1　サポートエンド
詳細：除細動器点検ファイル①

詳細：除細動器点検ファイル①

詳細：除細動器点検ファイル①

2010/3/1　サポートエンド
詳細：除細動器点検ファイル①

詳細：除細動器点検ファイル①

詳細：除細動器点検ファイル①

2010/3/1　サポートエンド
詳細：除細動器点検ファイル①

形式番号 製造番号

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/03月）2014年度分

年間点検計画及び実績

機器名

詳細：除細動器点検ファイル①

2014年度 備考

審査 担当承認

詳細：除細動器点検ファイル①

取得年月日 常時設置場所機器管理番号 点検作業名 点検区分 ME管理番号

1/4



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

形式番号 製造番号

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/03月）2014年度分

年間点検計画及び実績

機器名 2014年度 備考

審査 担当承認

取得年月日 常時設置場所機器管理番号 点検作業名 点検区分 ME管理番号

15

TU-0000001326 除細動器
除細動器FC-1700定期点
検 年2回点検 DC-017 FC-1700 50000078

1997年2月9
日 8階西

●
6/12

○
■

1/28

16

TU-0000001327 除細動器
除細動器TEC-5521定期
点検 年2回点検 DC-018 TEC-5521 279

2009年9月2
日 10階西

■
5/26

○ ○
■

1/23

17

TU-0000001328 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-019 TEC-5531 74

2008年12月
24日 放射線C-113

●
６/2

○
■

1/16

18

TU-0000001329 除細動器
除細動器TEC-7731定期
点検 年2回点検 DC-020 TEC-7731 408

2002年7月5
日 放射線C-111

●
6/3

○
■

1/15

19

TU-0000001330 除細動器
除細動器TEC-8251定期
点検 年2回点検 DC-021 TEC-8251 207516B

1997年3月
27日 核医学

●
6/9

○
■

1/26

20

TU-0000001331 除細動器
除細動器TEC-7511定期
点検 年2回点検 DC-022 TEC-7511 798

2000年2月
29日 MRI/CT

●
6/5

○
■

1/27

21

TU-0000001333 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-024 TEC-5531 383

2000年9月
29日 放射線C-112

●
6/2

○
■

1/15

22

TU-0000001334 除細動器
除細動器TEC-7531定期
点検 年2回点検 DC-025 TEC-7531 003058A

1998年2月
27日 機能検査

■
4/28

○ ○
■

1/26

23

TU-0000001335 除細動器
除細動器TEC-7531定期
点検 年2回点検 DC-026 TEC-7531 003068A

1995年2月
17日 機能検査

■
4/28

○ ○
■

1/26

24

TU-0000001336 除細動器
除細動器TEC-5521定期
点検 年2回点検 DC-027 TEC-5521 308

2009年9月2
日

リハビリテー
ション部

●
6/10

○
■

1/27

25

TU-0000001337 除細動器
除細動器FC-1700定期点
検 年2回点検 DC-028 FC-1700 33150501

2002年3月
29日

2階血液浄化療
法部

●
6/11

○
■

1/28

26

TU-0000001338 除細動器
除細動器M4735A定期点
検 年2回点検 DC-029 M4735A US00117386

1992年3月
25日 2階ICU/PICU

●
6/11

○
■

1/30

27

TU-0000001339 除細動器
除細動器FC-1700定期点
検 年2回点検 DC-030 FC-1700 32140116

2001年3月
28日 MEセンター

●
6/12

○
■

1/29

28

TU-0000001340 除細動器
除細動器TEC-7731定期
点検 年2回点検 DC-031 TEC-7731 340

2002年6月
25日 手術室11

●
6/4

○
■

1/20
詳細：除細動器点検ファイル②

2010/12/1　サポートエンド
詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル①

2010/12/1　サポートエンド
詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル①

詳細：除細動器点検ファイル①

2005/5/1 サポートエンド
詳細：除細動器点検ファイル②

2010/12/1　サポートエンド
詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル①

2/4



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

形式番号 製造番号

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/03月）2014年度分

年間点検計画及び実績

機器名 2014年度 備考

審査 担当承認

取得年月日 常時設置場所機器管理番号 点検作業名 点検区分 ME管理番号

29

TU-0000001341 除細動器
除細動器TEC-7731定期
点検 年2回点検 DC-032 TEC-7731 343

2002年6月
25日 手術室7

■
5/29

○ ○
■

1/20

30

TU-0000001342 除細動器
除細動器FC-1700定期点
検 年2回点検 DC-033 FC-1700 33150500

2002年3月
29日

A230外来(小児
内科）

●
6/16

○
■

1/28

31

TU-0000001343 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-034 TEC-5531 386

2009年9月2
日

1階救急部門K-
102

●
6/5

○
■

1/19

32

TU-0000001344 除細動器 除細動器LP12B定期点検 年2回点検 DC-035 LP12B 34759709
2010年3月
25日 1階救急部門

●
6/16

○
■

1/29

33

TU-2011090018 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-036 TEC-5531 1697 2011年9月 化学療法室

●
6/9

○
■

1/26

34

TU-2012010006 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-037 TEC-5531 1861 2012年1月 放射線C-114

●
6/3

○
■

1/16

35

TU-2012040015 除細動器
除細動器TEC-5521定期
点検 年2回点検 DC-038 TEC-5521 1266 2012年4月 陽子線センター

■
5/19

○ ○
■

1/27

36

TU-2012120060 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-039 TEC-5531 2587

2012年12月
14日

1階救急部門K-
102

■
5/30

○ ○
■

1/19

37

TU-2012120061 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-040 TEC-5531 2588

2012年12月
14日

1階救急部門K-
105

■
5/30

○ ○
■

1/13

38

TU-2012120062 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-041 TEC-5531 2589

2012年12月
14日 2階ICU/PICU

■
5/23

○ ○
■

1/19

39

TU-2012120063 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-042 TEC-5531 2590

2012年12月
14日 2階HCU

■
5/22

○ ○
■

1/21

40

TU-2012120064 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-043 TEC-5531 2591

2012年12月
14日 2階HCU

■
5/23

○ ○
■

1/19

41

TU-2012120065 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-044 TEC-5531 2592

2012年12月
14日 10階東

■
5/20

○ ○
■

1/14

42

TU-2012120066 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-045 TEC-5531 2593

2012年12月
14日 10階東

■
5/20

○ ○
■

1/14

詳細：除細動器点検ファイル③

詳細：除細動器点検ファイル③

詳細：除細動器点検ファイル③

詳細：除細動器点検ファイル③

詳細：除細動器点検ファイル③

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

詳細：除細動器点検ファイル②

3/4



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

形式番号 製造番号

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/03月）2014年度分

年間点検計画及び実績

機器名 2014年度 備考

審査 担当承認

取得年月日 常時設置場所機器管理番号 点検作業名 点検区分 ME管理番号

43

TU-2012120067 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-046 TEC-5531 2599

2012年12月
14日 3階手術部

■
5/29

○ ○
■

1/21

44

TU-2013010014 除細動器
除細動器TEC-5521定期
点検 年2回点検 DC-047 TEC-5521 1550

2013年1月
17日 5階MFICU

■
6/4

○ ○
■

1/21

45

TU-2014100018 除細動器
除細動器TEC-5531定期
点検 年2回点検 DC-048 TEC-5531 3843

2014年10月
28日 不妊治療外来

詳細：除細動器点検ファイル③

詳細：除細動器点検ファイル③

詳細：除細動器点検ファイル③

保証期間

4/4



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1

TU-0000005100 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保001 V-2100G 1880522

2008年10
月10日 NICU

■
9/4

○

2

TU-0000005114 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保002 V-2100G 18X0296

2008年10
月10日 NICU

●
10/9

3

TU-0000004756 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保003 V-2100G 18X0297

2008年10
月10日 NICU

●
10/3

4

TU-2010080021 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保004 V-2100G 2010633

2010年8月
24日 NICU

■
9/25

○

5

TU-2010080022 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保005 V-2100G 2030705

2010年8月
24日 NICU

●
10/9

6

TU-2010080023 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保006 V-2100G 2030706

2010年8月
24日 NICU

■
9/11

○

7

TU-2010080024 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保007 V-2100G 2050088

2010年8月
24日 NICU

■
9/25

○

8

TU-2010080025 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保008 V-2100G 2050089

2010年8月
24日 NICU

●
10/9

9

TU-2010080026 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保009 V-2100G 2050090

2010年8月
24日 NICU

■
9/18

○

10

TU-2010080027 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保010 V-2100G 2050091

2010年8月
24日 NICU

■
9/4

○

11

TU-2010080028 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保011 V-2100G 2050092

2010年8月
24日 NICU

○ ■
11/6

12

TU-2012120130 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保017 21608 22Y0964

2012年12
月18日 NICU

■
9/18

○
詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

取得年月日 常時設置場所

年間点検計画及び実績

機器管理番号 点検作業名 ME管理番号

承認 担当

詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/3月）2014年度分

点検区分 備考形式番号 2014年度機器名 製造番号

詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

審査

詳細：保育器関係ファイル

1/2



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

取得年月日 常時設置場所

年間点検計画及び実績

機器管理番号 点検作業名 ME管理番号

承認 担当

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/3月）2014年度分

点検区分 備考形式番号 2014年度機器名 製造番号

審査

13

TU-2012120131 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保018 21608 22Z0015

2012年12
月18日 NICU

■
9/11

○

14

TU-2012120132 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保019 21608 22Z0443

2012年12
月18日 NICU

●
10/9

15

TU-2012120133 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保020 21608 22Y0963

2012年12
月18日 NICU

■
9/4 ○

16

TU-2012120278 閉鎖式保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保021 21605 2250121

2012年12
月25日 NICU

■
9/18

○

1

TU-0000003137 搬送用保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保015 V-80TR 4101485

1995年3月
31日

産科
分娩/LDR

○

2

TU-0000003183 搬送用保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保016 V-808 1539268

2005年4月
28日

産科
分娩/LDR

■
10/23

○

3

TU-2014100010 搬送用保育器
保育器：メーカー点
検 年1回点検 保023 V-808 24X0243

2014年10
月24日

産科
分娩/LDR

2014年10月24日　購入
詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

医学へ移動予定
使用前点検にて対応

詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

詳細：保育器関係ファイル

保証期間

医学へ移動予定

2/2



○:計画 ●:計画(済み) ■:実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1

TU-0000005712

放射線治療装
置（リニアッ
ク） メーカー点検 年4回点検 Trilogy 2100 4732 放射線Ｄ棟

●
5/7

●
8/25

○
■

12/6
●

2/25

2

TU-0000005713

放射線治療装
置（リニアッ
ク） メーカー点検 年4回点検 Clinac iX IX(OPI) 4154 放射線Ｄ棟

●
6/18

●
9/1

●
12/26

●
3/11

3

TU-0000005729
小線源治療装
置 メーカー点検 年1回点検

マイクロ
セレクト
ロン HDRV2 31933 2010年5月26日 放射線Ｄ棟

●
6/20

取得年月日 常時設置場所

年間点検計画及び実績

機器管理番号 点検作業名 点検区分 ME管理番号 形式番号 製造番号機器名

年間機器点検計画及び実績記録表（2015/3月）2014年度分

審査 担当承認

備考2014年度

1/1



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

評価機関：公益財団法人日本医療機能評価機構 

  項 目： 一般病院２及び副機能（精神科病院） 

  受審日： 平成25年8月25日及び26日 

  認定日： 平成26年1月6日 

  認定期間：平成23年9月25日～平成28年9月24日 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・一般向けには、病院ＨＰ及び病院概要にて、各組織等の取組みを情報発信しております。 

また、医療機関向けには、診療案内を配付するとともに、平成27年7月7日（火）に、筑波大

学附属病院「地域医療連携懇談会」を開催しております。これは、地域医療に携わる医療機

関や行政と相互に有する医療機能等をより発揮しつつ質の高い医療環境を確保し地域住民や

患者さんに適切な医療を提供することを目的とし開催したものです。 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

院内コンサルテーションマニュアルにより他科の専門医に診察の依頼ができる体制が整って

おり、複数の診療科が連携して高度な医療を提供できる。 

 

 

 


